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【
要
約
】
　
本
稿
は
南
詔
国
後
半
期
（
七
九
四
－
九
〇
二
）
の
唐
と
の
関
係
の
検
討
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
の
点
が
多
か
っ
た
南
里
国
の
対
外
遠
征
の

動
機
、
お
よ
び
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
ひ
る
が
え
っ
て
南
詔
国
の
国
家
構
造
、
お
よ
び
後
半
期
に
お
け
る
そ
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
。
南
詔
国
は
王
族
蒙
氏
を
含
む
有
力
氏
族
の
一
種
の
連
合
政
権
で
あ
り
、
そ
の
中
で
唐
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
南
詔
王
へ
の
冊
封
、
お
よ
び
吐
蕃
に

対
す
る
共
同
作
戦
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
が
蒙
氏
の
優
位
を
支
え
て
い
た
。
し
か
し
吐
蕃
の
衰
退
に
よ
り
、
九
世
紀
中
葉
に
は
こ
の
関
係
は
破
綻
し
た
。
南

詔
国
は
唐
の
領
域
へ
大
規
模
な
侵
攻
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
冊
封
を
拒
否
し
た
唐
の
行
為
へ
の
抵
抗
で
あ
る
と
同
疇
に
、
帝
号
を
称
し
て
唐
と
対
等
の
関

係
を
結
ぼ
う
と
す
る
南
詔
王
の
示
威
行
動
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
の
侵
攻
に
際
し
て
は
東
部
の
昆
明
盆
地
を
根
拠
と
す
る
有
力
氏
族

の
成
長
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
対
外
遠
征
の
終
息
後
、
九
世
紀
の
末
に
は
南
詔
王
の
権
威
は
低
下
し
、
昆
明
盆
地
の
勢
力
を
中
心
に
雲
南
地
方
内

の
秩
序
は
再
編
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
五
巻
四
号
　
一
九
九
二
年
七
月

　

は
　
じ
　
め
　
に

南
詔
国
は
そ
の
後
半
期
、
す
な
わ
ち
九
世
紀
中
葉
一
後
半
に
お
い
て
さ
か
ん
に
外
世
界
に
対
す
る
進
出
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
現
在

の
ビ
ル
マ
北
部
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
膿
国
に
対
す
る
も
の
が
東
南
ア
ジ
ア
古
代
史
上
で
以
前
か
ら
問
題
に
さ
れ
て
き
た
が
、
中
国
中
原
王
朝
、

す
な
わ
ち
唐
に
対
す
る
も
の
が
、
そ
の
規
模
か
ら
み
て
も
、
ま
た
耳
掻
反
乱
の
動
向
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
か
ら
い
っ
て
も
最
も
重
視
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
過
の
概
略
、
お
よ
び
唐
の
辺
境
官
吏
の
横
暴
が
南
詔
国
の
侵
入
を
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

お
こ
し
た
と
い
う
史
料
の
記
述
が
紹
介
さ
れ
る
以
外
、
南
詔
国
側
か
ら
の
検
討
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
を
含
む
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八
世
紀
中
葉
一
九
世
紀
の
南
詔
国
の
対
外
活
動
を
具
体
的
に
検
討
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
南
風
国
の
国
家
溝
造
、
政
権
の
性
格
と
い
っ
た
も
の

を
把
握
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
南
詔
国
の
後
継
政
権
で
あ
る
大
理
国
は
基
本
的
に
南
南
国
後
半
期
の
体
制
・
構
造
を
継
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
た
と
の
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
妥
当
性
も
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
第
一
節
で
は
前
稿
に
お
い
て
論
じ
た
反
唐
行
蕃
ま
で
の
南
亡
国
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
た
後
、
そ
れ
に
続
く
八
世
紀
宋
の

再
帰
唐
の
結
果
確
立
さ
れ
た
唐
一
面
詔
国
関
係
の
性
格
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
南
詔
国
国
内
の
構
造
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
に
第

二
節
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
関
係
の
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
変
質
を
指
摘
し
た
後
、
第
三
節
に
お
い
て
九
世
紀
後
半
の
唐
に
対
す
る
軍
事
行
動

に
つ
い
て
、
主
に
成
都
と
安
南
都
護
府
の
二
方
面
に
対
す
る
行
動
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
動
機
、
お
よ
び
南
詔
国
成
立
以
前
を
含
む
歴

史
的
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
最
後
に
、
雲
南
地
方
の
前
近
代
史
上
に
お
け
る
南
詔
国
の
位
置
づ
け
、
お
よ
び
大
護
国
へ
の
継
承
関
係
に
つ

い
て
も
触
れ
た
い
と
思
う
。

①
概
説
的
な
記
述
は
向
達
『
蛮
書
校
注
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）
、
徐
嘉
瑞

　
『
大
理
古
代
文
化
史
稿
』
（
香
港
・
三
聯
書
店
、
一
九
七
八
年
）
、
林
下
芝
『
南
詔

　
大
理
国
史
』
（
台
北
・
各
大
書
局
、
一
九
八
一
・
一
九
八
四
年
）
、
王
吉
林
『
唐
代

　
南
欝
欝
導
出
関
係
学
研
究
』
（
台
北
・
聯
鳴
文
化
有
限
公
司
、
　
一
九
八
二
年
）
、

　
0
7
9
二
〇
硯
　
し
ほ
四
〇
買
β
　
§
馬
　
≧
窟
9
㍗
鼻
犠
。
　
ミ
Q
粛
§
ミ
　
§
ミ
　
8
．
§
碍
　
O
ミ
↓
§
、
防

　
恥
。
ミ
｝
S
山
善
§
、
き
ミ
帖
馬
き
O
騨
ヨ
σ
「
置
α
q
o
d
三
く
．
や
噌
題
的
置
目
り
Q
。
ド
な
ど
に
み
る
こ

　
と
が
で
き
る
。
ま
た
中
国
で
は
南
詔
国
を
奴
隷
制
国
家
と
と
ら
え
る
か
、
封
建
制

　
國
家
と
と
ら
え
る
か
と
い
う
議
論
と
関
連
し
て
こ
れ
に
対
す
る
言
及
が
あ
る
（
張

九
世
紀
初
頭
の
唐
－
南
詔
国
瀾
係

（幽

j
南
詔
国
の
再
帰
唐

　
鴻
昌
「
南
詔
史
研
究
総
述
」
『
雲
南
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
集
刊
』
一
九
八

　
八
－
一
、
五
一
ニ
ー
六
八
頁
）
。

②
　
藤
沢
義
美
「
南
詔
国
の
支
配
階
層
」
（
『
西
南
中
国
民
族
史
の
研
究
』
、
大
安
、

　
一
九
六
九
）
三
二
七
－
三
八
八
頁
。
武
内
剛
「
南
詔
・
大
理
国
の
国
家
構
造
に
関

　
す
る
一
考
察
」
（
『
立
命
館
史
学
』
一
一
、
一
九
九
〇
）
。

③
　
掴
稿
「
南
窓
国
の
成
立
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
四
九
i
一
、
一
九
九
Q
）
。
以
下

　
「
前
芸
」
と
略
称
。

前
知
に
お
い
て
筆
者
は
、
八
世
紀
に
お
け
る
唐
の
対
雲
南
政
策
の
変
転
が
南
詔
王
蒙
氏
の
勃
興
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
以
下
若
干
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の
補
足
を
交
え
つ
つ
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
再
論
す
る
。

　
玄
宗
開
元
年
間
－
財
宝
年
閲
の
前
半
に
か
け
て
、
唐
は
そ
れ
ま
で
の
羅
摩
体
制
を
破
棄
し
、
武
力
に
よ
る
雲
南
地
方
へ
の
直
接
進
出
を
行
っ

た
。
そ
れ
は
、
開
元
年
間
に
は
明
ら
か
に
、
同
地
方
へ
の
吐
蕃
勢
力
の
浸
透
に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
吐
蕃
に
帰
属
し
て
反
感
的
傾

向
を
強
め
る
大
理
盆
地
周
辺
．
の
諸
民
族
集
団
に
対
す
る
牽
制
の
意
味
を
も
含
ん
で
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
四
川
西
部
の
二
面
城
を
中
心
と
す
る
吐
蕃
と
の
抗
争
が
激
化
す
る
と
、
唐
は
雲
南
地
方
で
唯
一
親
動
的
勢
力
で
あ
っ
た
蒙
氏

（
当
時
の
王
は
皮
羅
閣
）
に
雲
南
王
の
称
号
を
許
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
側
面
の
安
定
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
蒙
氏
は
大
理
盆
地
周
辺
の
諸
勢

力
を
傘
下
に
収
め
、
雲
南
西
部
を
代
表
す
る
政
権
へ
と
成
長
し
た
。

　
つ
ぎ
に
安
戎
城
の
奪
還
を
果
た
し
、
吐
蕃
と
の
戦
局
が
安
定
す
る
と
、
唐
は
ふ
た
た
び
雲
南
地
方
へ
の
武
力
進
出
を
企
図
し
た
。
こ
れ
は
庇

都
か
ら
昆
明
盆
地
に
至
り
、
さ
ら
に
紅
燈
ぞ
い
に
南
下
し
て
安
養
都
農
府
の
置
か
れ
て
い
た
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
に
至
る
ル
ー
ト
（
聖
歌

路
）
の
開
通
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
実
際
の
推
進
役
で
あ
っ
た
剣
南
節
度
使
旧
事
兼
慶
・
血
止
仲
通
、
お
よ
び
こ
れ
と

結
び
つ
き
の
深
い
楊
国
忠
が
南
海
交
易
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
く
ろ
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
前
稿
で
も
指
摘
し
た
。
こ
の
動
き
に
よ
っ
て
、

華
氏
と
並
立
す
る
勢
力
で
あ
っ
た
昆
明
盆
地
の
墾
氏
は
混
乱
の
う
ち
に
蒙
氏
に
併
呑
さ
れ
た
。
そ
し
て
天
雷
九
載
（
七
五
〇
）
の
張
慶
陀
事
件
を

契
機
に
、
蒙
氏
が
唐
に
反
抗
し
、
吐
蕃
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
時
期
の
唐
の
対
雲
南
政
策
は
破
局
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
本
稿
で
扱
う
の
は
こ
の
の
ち
、
安
史
の
大
乱
、
吐
蕃
の
長
安
入
城
と
い
う
混
乱
を
へ
て
、
唐
が
再
び
雲
南
地
方
を
か
え
り
み
る
八
世

紀
末
以
降
の
唐
－
南
詔
国
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
吐
蕃
に
帰
属
し
て
い
た
時
期
の
南
詔
国
内
の
情
勢
に
つ
い
て
は
、
『
南
詔
徳
化
碑
』
の
断
片
的
な
記
述
以
外
に
史
料
が
な
く
、
不
明
の
点
が

多
い
（
『
徳
化
碑
』
の
記
事
は
蟹
普
鍾
十
四
年
（
湯
煮
元
年
、
七
六
五
）
で
終
わ
っ
て
い
る
）
。
次
に
南
皇
国
が
史
料
上
に
現
れ
る
の
は
貞
元
三
一
四
年
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
南
詔
国
は
吐
蕃
の
圧
政
に
苦
し
み
、
ひ
そ
か
に
唐
に
帰
順
す
る
意
志
を
伝
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
剣
南
西
川
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

度
使
章
皐
は
四
川
南
部
の
少
数
民
族
を
仲
介
と
し
て
、
雲
南
地
方
の
情
報
を
収
集
し
つ
つ
あ
っ
た
。
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こ
れ
と
前
後
し
て
唐
中
央
で
は
宰
相
と
な
っ
た
李
泌
が
吐
蕃
に
対
抗
す
る
戦
略
を
献
策
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
中
宿
』
貞
元
三
年
九
月
に

　
　
上
田
「
回
紘
則
既
和
英
、
所
以
招
雲
南
・
大
食
・
天
竺
奈
何
。
」
対
日
「
回
維
和
、
則
吐
蕃
已
不
凝
立
二
面
　
。
次
招
雲
南
、
劉
是
断
吐
蕃
之
右
鴨
也
。

　
　
雲
南
自
漢
以
来
軍
属
中
国
、
楊
国
忠
無
留
立
之
使
叛
、
臣
予
吐
蕃
、
耳
翼
吐
蕃
賦
役
重
、
未
嘗
一
日
不
思
復
軍
国
臣
也
。
大
食
在
西
域
為
最
強
、
自
葱
嶺

　
　
尽
西
海
、
地
幾
半
天
下
、
与
天
竺
皆
慕
中
国
、
代
与
吐
蕃
為
仇
、
臣
故
知
其
可
招
也
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
仇
敵
と
み
な
さ
れ
る
ウ
イ
グ
ル
と
さ
え
敢
え
て
和
を
結
び
、
さ
ら
に
雲
南
・
イ
ン
ド
方
面
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
吐
蕃
を
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
封
じ
込
め
よ
う
と
い
う
大
胆
な
も
の
で
あ
っ
た
。
箆
果
の
南
町
国
に
対
す
る
招
諭
も
、
こ
の
よ
う
な
中
央
の
意

向
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
唐
側
の
政
策
は
貞
元
十
年
（
七
九
四
）
に
南
詔
國
の
再
帰
唐
と
い
う
形
で
実
を
む
す
ぶ
。
異
早
歌
は
唐
か
ら
南
詔
王
に
封
じ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
④

金
印
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
点
で
唐
は
蒙
氏
－
南
詔
国
を
雲
南
地
方
の
王
と
し
て
認
知
し
、
吐
蕃
と
対
抗
し
う
る
、
唐
に
と
っ
て
の
防
衛
線

の
役
割
を
南
詔
国
に
期
待
し
た
わ
け
で
あ
る
。
八
世
紀
中
葉
に
皮
羅
閣
や
薄
曇
鳳
に
与
え
ら
れ
た
「
雲
南
王
」
の
称
号
が
雲
南
地
方
内
の
反
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

的
集
団
の
鎮
圧
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、
黒
氏
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
れ
よ
り
唐
と
南
詔
国
の
、
成
都
一
大
理
盆
地
を
結
ぶ
ル
ー
ト
が
正
式
に
開
通
す
る
。
南
詔
国
は
こ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
さ
か
ん
に
唐
へ
の

朝
貢
を
行
っ
て
い
る
。
南
詔
国
の
朝
貢
墨
黒
に
関
す
る
記
録
は
史
書
に
散
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
表
1
で

は
史
料
に
記
さ
れ
る
年
・
月
を
そ
の
ま
ま
採
っ
た
た
め
、
例
え
ば
あ
る
年
の
年
末
の
記
事
と
翌
年
正
月
の
記
事
と
は
同
一
の
使
節
と
み
な
さ
ね

ば
な
ら
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
、
し
か
し
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
『
旧
墨
書
』
南
蛮
伝
に

　
　
比
年
遣
使
来
朝
、
或
年
内
二
三
至
者
。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
誇
張
と
は
い
え
な
い
ほ
ど
、
頻
繁
に
遣
使
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
吐
蕃
に
対
す
る
牽
制
と
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、
唐
は
南
詔
国
と
の
関
係
を
と
く
に
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
連
年
の
朝
貢
を
受
け
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て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
以
下
項
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

褒1　南詔国の唐に対する朝貢活動

年 月 （出　典）

E｝臼元22（734）

天宝7（748）

貞元10（794）

11（795）

12（796）

14（798）

18（802）

　　19（803）

　　20（804）

永貞元（805）

元和元（806）

　　2（807）

3（808）

4（8e9）

7（812）

8（813）

10（8エ5）

11（816）

3（朝，褒）

　（朝）

4（褒）

9（朝，褒）

4（朝，褒，会）

12（朝）

12（朝，会）

1（朝）

12（朝）

1（褒，褒，会）

　（旧）

ユ1（朝，会）

8（朝）

8（褒，会，旧）

12（朝，会）

11（会，旧）（告異牟尋死）

1（褒）

12（朝）

1（褒）

10（旧）

12（会）

丁年（朝）

12（褒）

1（褒）

11（朝）

12（褒）

1（褒）

5（褒，旧）（報勧龍盛死）

12（朝）

年 月　　（出　典）

元和12（817）

　　13（818）

　　14（819）

　　15（820）

長慶　 3（823）

宝麿2（826）

　　3（827）

太涌元（827）

　　2（828）

　　3（829）

　　4（830）

　　5（831）

　　6（832）

　　7（83e）

　　8（834）

開成元（836）

　　2（837）

3（838）

4（839）

5（840）

会昌　2（842）

　　6（846）

大中8（854）

12（朝）

4（会）

1（褒）

11（褒）

12（褒）

是年（朝）

9（朝）

1（朝）

　（旧）（2月改元）

11（褒，旧）

1（褒）

12（褒）

12（朝）（11月に成都攻撃）

12（朝）

11（朝）

1（褒）

1（褒）

1（朝，褒）

ユ2（朝）

1（褒）

12（朝）

2（褒）

1（褒）

聞1（朝）

　（朝）

12（褒）

1（会）

1（朝，褒）

2（会）

出典朝：『国府元亀』朝貢四・五（巻971－972）　会：『当会要』南詔蛮（巻99）

　　褒1『国府元亀』褒異二・三（巻975－976）　旧：『旧態書』南蛮伝（巻147）

を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
関

係
が
南
詔
国
の
側
に
と
っ
て
も
極

め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
賜
与
・
交
易
と
い
っ

た
目
先
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、
南

詔
国
内
の
支
配
構
造
の
点
か
ら
見

塞
た
、
こ
の
よ
う
に
連
年
遣
使

入
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
南
一
国
の

有
力
者
の
子
弟
を
継
続
的
に
成
都

に
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
朝
貢
使
に
付
随
し
て
成
都

ま
で
赴
い
て
交
易
活
動
を
行
う
も

の
の
数
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い

⑥、つ
。
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（
二
）
　
南
詔
国
の
基
本
的
支
配
構
造

南詔国後半期の対外遠征と国家構造（林）

　
前
壷
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
八
世
紀
中
葉
、
成
立
当
初
の
南
詔
国
は
、
潭
海
南
方
を
出
身
地
と
す
る
有
力
氏
族
（
史
料
で
は
西
翠
河
蛮
と
呼
ば

れ
る
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
を
率
い
、
「
大
軍
将
し
「
軍
将
」
な
ど
の
称
号
を
も
っ
て
蒙
氏
の
も
と
に
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
宝
九
載
（
七

五
〇
）
の
反
唐
園
主
、
お
よ
び
そ
の
後
数
年
の
戦
闘
に
よ
り
雲
南
地
方
か
ら
唐
勢
力
を
追
い
払
う
こ
と
に
成
功
し
た
南
詔
王
閣
羅
鳳
は
、
同
時

に
雲
南
西
部
に
進
出
し
、
尋
傳
蛮
・
裸
形
蛮
な
ど
こ
の
地
方
の
住
民
を
勢
力
下
に
お
い
た
。
ま
た
、
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
に
は
長
子
鳳
伽
異
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

昆
明
盆
地
に
送
り
、
柘
東
城
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
昆
明
盆
地
の
旧
黒
氏
勢
力
二
十
万
戸
を
雲
南
西
部
の
永
昌
盆
地
（
保
山
県
）
に
強
制
移
住

　
　
③

さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
吐
蕃
服
属
期
に
南
詔
国
の
国
内
体
制
は
次
第
に
整
備
さ
れ
、
八
世
紀
の
末
ま
で
に
は
『
蛮
書
』
『
新
調
書
』
南

蛮
伝
（
以
下
『
南
蛮
伝
』
と
略
す
）
上
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
清
平
官
（
一
女
桐
）
六
名
、
大
軍
将
一
二
名
を
頂
点
と
す
る
官
制
、
六
（
十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

瞼
（
一
州
）
・
六
節
度
二
一
都
督
を
柱
と
す
る
国
内
統
治
体
糊
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　
南
詔
国
の
実
質
的
な
支
配
圏
は
ほ
ぼ
現
在
の
雲
南
省
中
央
部
で
あ
り
、
そ
の
主
要
構
成
民
族
（
支
配
の
対
象
と
な
っ
た
民
族
）
は
西
海
河
蛮
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

じ
め
と
す
る
白
蛮
系
の
盆
地
に
住
む
民
で
あ
っ
た
つ
し
た
が
っ
て
、
自
然
条
件
を
考
え
て
も
南
愛
国
の
雲
南
支
配
は
い
わ
ゆ
る
「
点
と
線
」
、

す
な
わ
ち
昆
明
盆
地
お
よ
び
群
盗
南
方
の
、
現
在
の
弥
渡
・
祥
雲
・
魏
山
な
ど
の
盆
地
を
中
心
と
し
て
周
辺
に
散
在
す
る
盆
地
群
と
、
そ
れ
ら

盆
地
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
支
配
と
い
う
形
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
南
詔
書
は
畿
内
で
あ
る
大
理
盆
地
以
外
の
最
重
要
拠
点
に
六

節
度
を
、
そ
れ
に
準
ず
る
地
に
は
都
督
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
六
節
度
に
は
、
清
平
官
に
次
ぐ
準
宰
相
級
の
高
官
で
あ
る
大
軍
将
を
配
置
し
た

　
　
　
⑪

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
大
部
分
西
童
姿
蛮
の
有
力
氏
族
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
軍
将
を
、
軍
権
を
と
も
な
っ
て
地
方
の
要
地
に
送
る
こ
と
は
、
南
詔
国
に
と

っ
て
常
に
支
配
層
の
在
地
化
・
分
権
化
の
危
険
性
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。
南
詔
王
た
る
蒙
疑
は
こ
れ
に
対
し
て
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
が

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
か
ら
こ
そ
、
大
軍
将
は
十
二
名
の
う
ち
半
数
の
六
名
が
地
方
に
出
、
半
数
は
中
央
に
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
史
料

あ
っ
た
と
い
え
る
。
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に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
当
然
定
期
的
な
配
置
替
え
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
ま
た
諸
氏
は
大
理
盆
地
一
帯
を
統
一
し
た
時
点
で
出
身
地
で
あ
る
蒙
舎
川
（
魏
山
県
）
を
離
れ
、
艶
容
西
岸
の
重
工
な
盆
地
へ
本
拠
を
移
す
。

こ
こ
に
は
沮
海
南
端
の
位
置
に
龍
口
業
、
北
端
に
龍
尾
城
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
側
に
、
大
和
城
・
大
麓
城
に
営
ま
れ
る
形
で
、
最
終
的
に

首
都
と
し
て
建
設
さ
れ
た
陽
画
嘩
城
が
存
在
す
る
。
泪
海
西
岸
は
確
か
に
雲
南
西
部
の
要
地
で
あ
る
が
、
交
通
路
の
結
節
点
と
い
う
意
味
で
は

現
在
の
大
理
市
（
下
関
）
に
当
た
る
龍
口
細
が
そ
の
中
心
で
あ
ろ
う
し
、
農
業
生
産
の
面
で
は
比
較
的
広
い
魏
山
や
、
さ
ら
に
広
大
な
祥
雲
・
弥

渡
の
盆
地
が
圧
倒
的
に
有
利
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
島
辺
国
の
首
都
の
立
地
は
す
ぐ
れ
て
政
治
的
・
軍
事
的
な
も
の
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
地
に
お
い
て
、
蒙
氏
の
も
と
に
清
平
官
・
大
軍
将
が
集
ま
り
、
南
言
霊
の
中
央
政
府
を
構
成
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
見
方
を
変
え

れ
ば
こ
れ
ら
の
重
臣
が
政
治
的
・
軍
事
的
に
最
も
影
響
力
を
行
使
し
う
る
彼
ら
の
出
身
地
匪
泪
海
南
方
の
盆
地
群
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
南
詔
国
軍
も
『
蛮
書
』
や
『
南
蛮
伝
』
の
記
載
に
し
た
が
う
か
ぎ
り
、
鋸
歯
の
私
兵
の
寄
せ
集
め
的
な
も
の
か
ら
、
戦
時
に

指
導
者
ご
と
徴
発
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
周
辺
民
族
を
除
い
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
中
核
に
お
い
て
は
国
軍
と
し
て
の
編
成
が
行
わ
れ
た
よ
う
で

　
⑭
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
兵
力
の
主
要
な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
り
、
農
業
生
産
の
点
か
ら
も
重
要
な
畑
鼠
南
方
の
盆
地
群
に
は
、
瞼
と
い
う
節
度
と
は
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

系
統
の
組
織
に
よ
る
統
治
体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
。

　
つ
ま
り
、
理
念
的
に
は
航
測
国
の
国
家
体
制
は
、
支
配
階
層
の
在
地
化
・
分
権
化
に
向
か
う
要
因
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
巧
妙
に
そ
れ
を
回

避
す
る
方
向
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
実
に
は
白
秘
事
の
有
力
事
事
が
大
き
な
力
を
持
つ
傾
向
は
避
け
ら

れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
兵
制
に
し
て
も
彼
ら
の
私
兵
的
性
格
が
ど
こ
ま
で
払
拭
さ
れ
た
か
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
国
内
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
再
帰
唐
が
南
詔
国
に
と
っ
て
持
つ
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
唐
に
よ
る
南
詔
王
へ
の
冊

封
に
よ
り
、
蒙
氏
の
権
威
が
一
段
と
高
ま
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
外
世
界
の
大
権
力
の
承
認
に
よ
っ
て
王
が
権
威
を
高
め
る
と
い
う
図

式
は
、
い
わ
ゆ
る
周
辺
国
家
に
お
い
て
は
常
套
的
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
勃
興
以
前
の
早
事
と
唐
と
の
結
び
つ
き
、
お
よ
び
身
心
河
蛮
系
の
有
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南詔国後半期の対外遠征と国家構造（林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

力
氏
族
と
吐
蕃
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
と
、
蒙
氏
に
と
っ
て
は
ど
う
し
て
も
最
終
的
に
外
権
力
聾
唐
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
唐
と
の
交
渉
は
、
朝
貢
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
交
易
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
南
詔
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

っ
た
。
河
西
回
廊
の
重
要
性
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
い
と
は
い
え
、
や
は
り
雲
南
地
方
は
、
中
国
と
西
方
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
ル
ー
ト
の
東
側
の
終
端
が
四
川
お
よ
び
長
安
と
い
う
大
市
場
に
通
じ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
で

あ
る
。
そ
れ
が
い
っ
た
ん
冊
封
一
朝
貢
と
い
う
図
式
で
開
か
れ
た
と
き
、
中
国
の
伝
統
的
国
家
観
か
ら
す
れ
ば
基
本
的
に
南
詔
国
1
一
蒙
氏
で
あ

り
、
蒙
氏
を
介
在
せ
ず
に
他
の
有
力
氏
族
が
こ
れ
ら
の
利
益
を
直
接
得
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
た
。
黒
氏
は
唐
と
の
交
渉
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
経
済
的
な
利
益
を
他
の
有
力
疵
族
に
分
配
す
る
能
力
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
有
力
氏
族
連
合
の
中
で
の
自
ら
の
権
威
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
再
帰
唐
は
と
く
に
蒙
氏
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
を
も
た
ら
す
も
の
だ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
結
滞
を
中
心
と
す
る
国
家
と

し
て
の
南
詔
国
の
凝
集
力
を
高
め
る
と
い
う
意
味
が
、
こ
の
関
係
に
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
照
臨
王
異
牟
尋
は
、
南
課
金
が
雲
南
地
方
諸
地
域
に

勢
力
を
伸
長
し
、
諸
制
度
の
整
備
が
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
八
世
紀
末
と
い
う
時
点
で
、
あ
ら
た
め
て
唐
と
の
緊
密
な
関
係
を
求
め
た
。
そ
れ
は
い

わ
ば
右
に
述
べ
た
よ
う
な
国
内
体
制
を
補
完
す
る
働
き
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
南
脇
国
の
支
配
構
造
の
、
い
ち
お
う
の
完
成
を

み
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
天
宝
早
漏
の
反
唐
帰
蕃
と
同
様
、
再
帰
唐
も
南
詔
国
に
と
っ
て
一
時
期
を
画
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
南
詔
国
の
再
帰
唐
は
決
し
て
中
国
西
南
部
に
平
和
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
貞
元
十
年
か
ら
、
唐
と
転
得
国
は
た
だ
ち
に
吐
蕃
に

対
す
る
共
同
作
戦
を
開
始
す
る
。
貞
元
十
年
、
十
一
年
、
十
五
年
、
十
七
年
と
継
続
し
て
行
わ
れ
た
吐
蕃
と
の
戦
闘
の
中
で
、
南
粟
国
は
雲
南

北
部
の
鉄
橋
城
・
昆
明
城
を
吐
蕃
か
ら
奪
い
、
敵
対
勢
力
を
破
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
中
で
目
を
引
く
の
は
吐
蕃
お
よ
び
こ
れ
を
頼
る
敵
対
勢
力
の
支
配
下
に
あ
っ
た
願
蛮
・
磨
蛮
・
石
人
・
河
蛮
な
ど
を
昆
明
盆
地
に
強
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

移
住
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
吐
蕃
と
の
戦
闘
は
雲
南
西
北
部
に
お
け
る
支
配
権
を
確
立
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
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人
口
の
獲
得
と
い
う
目
的
を
も
あ
わ
せ
持
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
時
点
で
は
、
強
制
移
住
は
明
ら
か
に
平
氏
勢
力
を
玉
算
盆
地
に
質
し
た
こ
と
で
空
荒
と
な
っ
た
昆
明
盆
地
の
回
復
を
目
的
と
し
た
も
の

　
　
⑱

で
あ
る
。
し
か
し
、
聖
心
国
後
半
期
の
対
外
遠
征
に
関
す
る
史
料
に
は
、
ほ
と
ん
ど
に
捕
虜
を
雲
南
地
方
へ
連
れ
帰
っ
た
と
の
記
述
が
見
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

れ
る
。
太
和
三
年
（
八
二
九
）
の
成
都
攻
撃
の
際
は
数
万
人
を
雲
南
へ
連
行
し
て
い
る
し
、
導
通
年
間
の
丹
州
侵
攻
に
関
し
て
は
「
嗣
子
捕
且
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

五
万
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。
太
和
年
聞
の
東
南
ア
ジ
ア
方
面
へ
の
遠
征
に
際
し
て
も
、
弥
臣
国
・
車
曳
国
か
ら
二
千
人
、
標
国
か
ら
三
千
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
、
や
は
り
住
罠
を
雲
南
地
方
へ
連
れ
帰
っ
て
い
る
。

　
こ
の
時
代
、
す
な
わ
ち
数
世
紀
後
に
大
量
の
漢
民
族
が
流
入
し
て
く
る
以
前
の
雲
南
地
方
は
、
同
じ
時
期
の
東
南
ア
ジ
ア
の
山
地
部
な
ど
と

同
様
、
人
口
の
か
な
り
疎
な
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
南
詔
国
に
よ
る
雲
南
支
配
と
は
盆
地
と
そ
れ
を
結
ぶ
ル

ー
ト
の
把
握
で
あ
り
、
支
配
階
層
を
構
成
す
る
の
は
濁
海
南
方
出
身
の
白
蛮
系
有
力
氏
族
で
あ
っ
た
。
南
詔
国
の
勢
力
範
囲
が
拡
大
す
る
に
つ

れ
て
こ
れ
ら
の
支
配
階
層
も
雲
南
地
方
各
地
へ
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
支
配
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
は
、
盆
地
空
間
に
お
け
る
生
産

力
の
確
保
、
何
よ
り
農
業
生
産
に
従
事
す
る
人
口
の
確
保
が
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
南
豊
国
が
吐
蕃
と
の
交
戦
を
皮

切
り
に
、
八
七
〇
年
代
に
至
る
ま
で
断
続
的
に
対
外
遠
征
を
繰
り
返
し
て
い
く
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
的
資
源
確
保
の
必
要

性
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
南
上
国
が
軍
事
遠
征
に
よ
っ
て
人
的
資
源
を
獲
得
し
、
そ
れ
を
支
配
階
層
内
に
分
配
す
る
と
い
う
機
能
を
持
っ
て
い
た

が
ゆ
え
に
、
成
都
や
安
南
都
護
府
、
は
て
は
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
ま
で
進
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
南
雪
国
の
再
帰
唐
も
、
吐
蕃
と
の
交
戦
を
正
当
化
し
、
唐
軍
と
共
同
す
る
こ
と
で
雲
南
地
方
北
部
で
の
活
動
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
八
世
紀
末
に
は
南
豊
国
は
雲
南
地
方
の
主
要
部
を
勢
力
下
に
お
さ
め
、
支
配
階
層
の

拡
散
が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ま
ず
獲
得
す
べ
き
人
的
資
源
と
し
て
、
吐
蕃
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
北
部
の
人
口
に
注
目
す
る
の
は
当
然
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
時
期
に
南
詔
国
が
唐
と
の
関
係
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
納
得
さ
れ
よ
う
。

　
要
約
す
る
と
、
本
節
で
は
南
詔
国
の
再
帰
唐
に
つ
い
て
、
（
1
）
再
思
の
要
因
（
対
吐
蕃
政
策
上
の
必
要
性
）
、
（
2
）
支
配
構
造
上
の
必
要
性
（
蒙
氏
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籔
　
　
　
　
　
　
　
　
翰

の
権
威
強
化
）
、
（
3
）
人
的
資
源
獲
得
の
必
要
性
、
と
い
う
三
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
う
ち
第
一
点
に
関
し
て
は
佐
藤
長
氏
や
藤
澤
義
美
氏

に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
南
緯
国
側
の
事
情
に
つ
い
て
は
従
来
、
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
「
吐
蕃
の
重
圧
に
苦
し
む
」

と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
北
部
の
対
立
勢
力
の
打
倒
、
と
い
う
以
外
の
理
由
づ
け
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
以
下
こ
の
二
点
、
す
な
わ
ち
蒙
氏
の
権
威
強
化
、
人
的
資
源
の
獲
得
と
い
う
観
点
か
ら
指
墨
国
後
半
期
の
対
外
活
動
に
つ
い
て
考
察
を
進
め

て
い
き
た
い
。

南詔国後半期の対外遠征と国家構造（林）

①
　
　
『
金
石
翠
編
』
巻
＝
ハ
○
（
以
下
『
徳
化
碑
』
と
略
称
）
。

②
『
新
唐
書
』
巻
帯
ニ
ニ
中
南
蛮
伝
中
（
以
下
『
南
蛮
伝
』
と
略
称
）
、
『
資
治
通

　
鑑
』
（
以
下
『
通
鑑
』
と
略
称
）
貞
元
三
年
正
月
・
貞
元
四
年
五
月
。
以
下
『
通

　
鑑
』
の
参
照
箇
所
の
み
を
示
す
が
、
対
応
す
る
記
事
は
お
お
む
ね
『
南
蛮
伝
』
中

　
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

③
『
通
鑑
』
貞
元
三
年
閏
五
月
。

④
　
『
通
鑑
騙
貞
元
十
年
正
月
・
六
月
。

⑤
　
　
『
通
鑑
』
開
元
二
六
年
九
月
。
前
稿
参
照
。

⑥
　
『
通
見
瞼
大
中
二
二
年
一
二
月
（
第
二
節
第
二
項
に
引
用
）
。

⑦
　
『
徳
化
碑
』
。

⑧
『
蛮
霧
』
巻
四
。

⑨
　
『
蛮
書
』
巻
九
・
『
南
蛮
伝
面
上
。
『
蛮
書
隠
の
官
制
諸
制
度
と
碗
南
蛮
伝
晦
上

　
の
そ
れ
と
の
相
異
（
六
瞼
と
十
瞼
、
六
節
度
の
相
異
な
ど
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
原
史

　
料
の
成
立
時
期
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
。
『
蛮
書
恥
が
お
も
に
貞
元
十
年
の
冊

　
立
南
詔
使
で
あ
る
嚢
滋
の
『
雲
南
記
』
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
新

　
唐
書
』
は
乾
符
六
年
に
善
閲
城
に
赴
い
た
徐
雲
虞
の
『
南
詔
録
』
に
拠
る
も
の
と

　
さ
れ
る
。
方
国
喩
『
雲
南
史
料
目
録
概
説
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
）
七
一
1
七

　
六
、
一
五
一
－
一
六
一
二
、
一
六
四
一
㎝
六
八
頁
。

．
⑩
　
前
稿
九
二
一
｝
○
○
頁
。

⑪
　
　
『
齋
｛
書
』
巻
山
ハ
「
磁
田
口
…
・
柘
東
。
・
氷
日
日
・
目
附
北
・
鎮
西
及
㎜
囲
南
・
日
生
擢
守
七
城
、

　
則
有
大
軍
将
領
之
、
亦
称
節
度
。
」
（
『
蛮
書
』
の
引
用
は
『
蛮
書
校
注
』
に
よ
る
）
。

⑫
『
百
番
』
巻
九
「
大
軍
将
一
十
二
人
、
与
清
平
官
同
列
。
毎
日
見
南
詔
議
事
。

　
出
軍
領
要
害
誠
鎮
、
称
節
度
。
有
事
跡
功
労
雪
曇
者
、
得
除
授
清
平
宮
。
」

⑬
　
蒙
氏
が
大
和
城
に
本
拠
を
移
し
た
の
は
皮
羅
閣
が
取
下
西
岸
を
制
圧
し
た
開
元

　
二
五
年
（
七
一
二
七
）
（
『
蛮
書
函
巻
五
）
。
煙
具
苦
界
へ
の
遷
都
は
大
饗
一
四
年
（
七

　
七
九
）
（
『
逓
鑑
』
）
。
藤
沢
前
掲
書
、
四
七
四
一
四
九
一
頁
。

⑭
　
　
『
蛮
書
』
巻
九
「
毎
家
有
定
壮
、
皆
定
為
罵
軍
、
各
署
邑
居
遠
近
、
分
為
四
軍
。

　
以
旗
旛
色
別
其
東
西
南
北
、
毎
面
置
一
将
、
或
管
千
人
、
或
五
百
人
目
四
軍
又
置

　
一
軍
将
之
。
」
『
南
蛮
伝
』
上
「
芭
家
有
総
佐
一
、
千
家
有
治
人
官
｛
、
墨
家
有
都

　
督
一
。
」
同
「
大
府
主
将
日
演
習
、
副
日
演
覧
。
中
府
主
将
日
量
蕎
、
副
日
脚
覧
。

　
下
府
主
将
日
澹
酋
、
畠
田
澹
覧
。
小
舌
主
将
日
葡
揚
、
遭
難
幕
覧
。
府
有
陀
酋
、

　
若
鶏
記
。
有
陀
西
、
若
判
官
。
」

＠＠＠＠＠＠

『
蛮
霧
』
巻
四
。
『
南
蛮
伝
隔
上
。

『
通
鑑
』
永
隆
元
年
七
月
。

『
蛮
書
』
巻
四
。

蔽
踊
沢
凸
削
掲
鍛
団
、
四
M
五
一
二
一
四
山
ハ
四
頁
。

『
通
鑑
』
太
和
三
年
一
二
月
。

『
通
鑑
隔
威
通
四
年
正
月
。
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⑳
　
　
『
蛮
書
』
巻
十
。

＠
　
佐
藤
長
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
下
巻
（
東
洋
史
研
究
会
、

心
九
五
九
）
、
六

　
六
八
一
六
八
六
頁
。

⑱
　
帥
縢
重
圏
嗣
掲
誕
口
、
　
一
二
〇
山
パ
ー
皿
二
一
四
百
ハ
。
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二
　
唐
…
南
詔
国
関
係
の
変
質

（一

j
　
王
嵯
韻
の
成
都
侵
攻

　
永
貞
元
年
（
入
〇
五
）
に
婁
畢
、
元
和
三
年
（
八
○
八
）
に
通
信
尋
と
、
南
詔
函
再
帰
唐
の
立
役
者
が
相
次
い
で
没
し
て
以
後
も
、
し
ば
ら
く
の

問
こ
の
関
係
に
は
変
化
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
太
和
三
年
（
八
二
九
）
十
一
月
に
は
南
詔
軍
が
成
都
に
入
憲
し
、
そ
の
外
郭
を
破
っ
て
十
日
間
城

内
を
制
圧
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

　
唐
側
で
は
西
川
節
度
使
杜
元
穎
が
軍
事
的
に
無
能
で
あ
り
、
し
か
も
辺
境
の
戌
卒
を
圧
迫
し
て
私
腹
を
こ
や
し
て
い
た
こ
と
が
、
兵
卒
が
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

導
と
な
っ
て
南
詔
軍
を
誘
い
こ
む
原
因
と
な
っ
た
。
国
交
回
復
後
三
十
年
を
経
て
、
国
境
線
の
緊
張
感
が
失
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
よ

う
な
人
物
の
入
り
込
む
隙
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
南
詔
国
の
側
で
は
、
三
品
尋
の
子
の
尋
馬
面
が
王
位
を
継
い
だ
が
、
健
康
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
わ
ず
か
一
年
で
没
す
る
。
次
に
そ
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

勧
蜜
蝋
が
立
っ
た
が
、
即
位
の
七
年
後
、
彼
は
「
淫
逆
不
道
」
の
故
を
も
っ
て
二
棟
節
度
王
嵯
贔
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
王
毛
穴
は
露
塵
盛

の
弟
勧
利
盛
を
擁
立
し
て
南
詔
国
中
央
に
お
け
る
実
権
を
掌
握
す
る
。

　
成
都
侵
攻
に
先
立
つ
こ
と
六
年
、
長
慶
三
年
（
八
二
一
一
一
）
に
は
す
で
に
勧
龍
盛
の
弟
豊
祐
が
即
位
し
て
い
る
。
し
か
し
、
成
都
へ
の
出
兵
に
関

し
て
は
王
嵯
贔
が
主
導
し
て
い
た
ら
し
い
。
『
通
鑑
』
太
和
三
年
十
一
月
に
は

　
　
南
詔
自
嵯
嶺
謀
大
挙
入
竃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
あ
る
し
、
侵
攻
軍
そ
の
も
の
も
彼
に
率
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
諸
史
料
に
明
言
さ
れ
て
い
る
。

　
貞
元
十
七
年
間
八
〇
一
）
以
降
、
吐
蕃
に
対
す
る
唐
お
よ
び
南
詔
国
の
大
規
模
な
軍
事
行
動
は
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
雲
影
国
に
と
っ
て
は
新
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た
に
人
的
資
源
獲
得
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
通
鑑
』
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
十
二
月
に
は

　
　
西
川
奏
南
詔
二
万
人
入
界
、
請
討
吐
蕃
。

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
南
詔
国
は
吐
蕃
に
対
す
る
共
同
作
戦
の
再
開
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
唐
と
吐
蕃
は
会
盟
の
準

　
　
　
　
　
　
⑤

備
を
進
め
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
こ
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
成
都
か
ら
引
き
揚
げ
る
際
に
数
万
人
を
雲
南
地
方
へ

　
　
　
　
　
⑥

連
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
成
都
攻
撃
が
人
口
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
成
都
侵
攻
が
南
面
王
で
は
な
く
王
嵯
鎭
に
主
導
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
人
的
資
源
獲
得
の
必
要
性
、
西
川
節
度
使

の
無
道
を
理
由
に
挙
げ
る
と
し
て
も
、
こ
の
時
点
で
唐
に
敵
対
す
る
こ
と
は
蒙
氏
に
と
っ
て
は
暴
挙
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ

る
。
前
節
で
見
た
よ
う
な
国
内
構
造
か
ら
す
れ
ぼ
、
蒙
氏
の
権
威
は
南
面
王
と
い
う
地
位
な
い
し
機
構
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
唐
と
い
う
外
権
力
か
ら
の
権
威
付
与
、
お
よ
び
唐
と
の
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
対
外
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
経
済
的
利
益
を
分
配
す
る
、

と
い
う
王
自
身
の
能
力
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
面
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
利
益
の
中
に
は
唐
と
共
同
し
て
吐
蕃
を
攻
撃
す

る
こ
と
に
よ
る
人
口
の
獲
得
も
含
ま
れ
る
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
在
位
一
年
で
没
し
た
尋
玉
津
、
「
淫
逆
不
道
」
の
勧
古
年
と
、
二
代
続

い
て
南
瓦
王
は
こ
の
よ
う
な
能
力
を
欠
い
て
い
た
。
ま
た
、
唐
側
の
譜
面
に
よ
る
と
は
い
え
、
吐
蕃
に
対
す
る
軍
事
行
動
も
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
王
賦
質
に
よ
る
実
権
の
掌
握
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
唐
と
の
関
係
に
よ
る
権
威
の
強
化

な
ど
と
は
無
縁
な
王
嵯
鰻
に
よ
っ
て
、
成
都
攻
撃
が
敢
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
蒙
氏
の
王
統
が
没
落
す
る
こ
と
に
通
じ
る
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
た
し
か
に
王
嵯
顛
は
南
詔
王
を
廃
立

し
、
成
都
攻
撃
を
主
導
す
る
ほ
ど
の
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
し
か
し
、
豊
祐
が
東
南
ア
ジ
ア
遠
征
な
ど
を
通
じ
て
本
来
の
能
力
を
発
揮
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（
豊
祐
に
関
し
て
は
史
料
に
「
麺
敢
、
善
用
其
衆
」
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
）
、
南
詔
王
の
権
威
は
再
び
回
復
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
豊

祐
の
治
世
は
三
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
る
。
そ
し
て
、
成
都
攻
撃
以
後
は
王
嵯
顛
お
よ
び
そ
の
子
孫
と
み
な
さ
れ
る
人
物
が
南
富
国
に
関
す

る
唐
座
繰
の
史
料
に
姿
を
表
す
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
南
翻
意
の
唐
に
対
す
る
朝
貢
活
動
が
豊
祐
の
死
に
至
る
ま
で
依
然
と
し
て
継
続
さ
れ
て
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⑧
い
る
こ
と
も
こ
れ
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
　
冊
封
－
朝
貢
体
制
の
崩
壊
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王
春
鰻
の
成
都
攻
撃
は
八
世
紀
末
に
結
ぼ
れ
た
唐
－
南
亡
国
間
の
関
係
が
次
第
に
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
両
国
間
の
関
係
は
、
元
来
伝
統
的
な
中
華
思
想
に
基
づ
く
冊
封
関
係
で
あ
る
と
同
時
に
、
共
同
し
て
吐
蕃
と
戦
う
た
め
の
同
盟
と
で

も
い
う
べ
き
側
面
が
あ
っ
た
。
成
都
か
ら
南
詔
軍
が
引
き
揚
げ
た
後
、
唐
は
李
徳
裕
を
西
川
節
度
使
と
し
て
起
用
し
、
四
川
南
部
の
防
衛
体
制

　
　
　
　
　
⑨

の
再
編
を
行
う
。
こ
れ
は
粛
粛
の
土
地
に
詳
し
い
人
聞
か
ら
情
報
を
収
拾
し
、
雲
南
地
方
と
の
連
絡
ル
ー
ト
の
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
徹
底
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
分
の
あ
い
だ
四
川
南
部
の
辺
境
は
安
定
を
回
復
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
唐
は
同
盟
国

で
あ
る
は
ず
の
南
詔
国
に
対
す
る
防
衛
を
固
め
た
わ
け
で
あ
り
、
両
幽
間
の
関
係
は
明
ら
か
に
変
質
し
は
じ
め
て
い
た
。

　
南
皇
国
は
成
都
攻
撃
以
後
も
朝
貢
活
動
を
継
続
し
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
次
第
に
顕
在
化
し
て
い
く
こ
と
は
避
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
『
通
鑑
』
大
中
一
三
年
（
八
五
九
）
一
二
月
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
初
、
章
野
壷
西
川
、
開
青
漢
道
以
通
群
蛮
、
使
由
蜀
入
貢
。
又
選
群
蛮
子
弟
聚
之
成
都
、
教
以
書
様
、
欲
以
拾
得
羅
露
営
、
開
成
端
張
、
復
写
他
子
弟
継

　
　
之
。
如
是
五
十
年
、
群
蛮
子
弟
学
於
成
都
老
殆
以
千
数
、
幕
府
頗
口
調
稟
給
。
又
、
蛮
使
入
貢
、
利
於
賜
与
、
所
従
像
毒
茸
多
、
杜
綜
為
西
川
節
度
使
、

　
　
奏
請
節
減
其
数
、
詔
驚
喜
。
南
詔
豊
祐
怒
、
其
尊
爵
使
者
留
表
付
磁
州
稲
叢
。
又
索
習
学
子
弟
、
移
牒
不
遜
、
自
是
入
貢
不
時
、
頗
擾
辺
境
。

　
　
会
宣
宗
崩
、
遣
中
使
告
哀
、
時
南
詔
豊
祐
適
卒
、
子
酋
朝
立
、
累
日
「
我
国
亦
有
喪
、
朝
廷
不
山
祭
。
又
詔
書
乃
賜
故
王
。
」
遂
置
使
者
於
外
翼
、
礼
遇

　
　
甚
薄
。
使
者
還
、
聯
帯
盗
聞
。
上
以
酋
龍
唱
曲
使
来
告
喪
、
又
名
近
玄
宗
講
、
遂
不
行
藁
葺
。
酋
龍
駕
自
称
皇
帝
、
国
号
大
礼
、
改
元
磁
極
、
強
兵
陥
播

　
　
州
。

　
童
皐
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
唐
の
南
詔
国
に
対
す
る
基
本
路
線
は
、
こ
こ
で
完
全
に
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
も
は
や
、
成

都
で
は
章
畢
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
南
詔
国
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
過
大
な
も
の
と
感
じ
て
、
そ
の
削
減
を
朝
廷
に
訴
え
、
中
央
で
も
こ
れ
を
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認
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
唐
の
南
詔
国
に
対
す
る
態
度
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
南
逆
夢
自
体
よ
り
も
む
し
ろ
唐
一
吐
蕃
関
係
の
変
化
に
あ
っ
た
。

佐
藤
長
氏
に
よ
る
と
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
李
泌
に
よ
る
唐
の
吐
蕃
封
じ
込
め
政
策
は
確
実
に
効
を
奏
し
、
九
世
紀
に
入
る
と
吐
蕃
は
対
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

的
に
孤
立
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
そ
し
て
、
長
慶
元
－
二
年
（
八
二
一
…
二
）
に
は
つ
い
に
唐
と
の
間
に
会
盟
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
前
後
数
回

に
わ
た
る
唐
－
吐
蕃
間
の
会
盟
の
最
後
の
も
の
で
あ
る
。
以
後
両
国
間
に
は
和
親
関
係
が
樹
立
さ
れ
、
そ
れ
は
吐
蕃
が
崩
壊
す
る
ま
で
再
び
破

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
南
丘
国
の
成
都
入
憲
を
招
い
た
杜
元
穎
の
兵
力
削
減
も
、
結
果
的
に
彼
に
責
任
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
時
期
的
に
み
れ
ば
、
唐
一
吐
蕃
関
係
が
緊
張
緩
和
の
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
宮
古
の

会
盟
以
降
、
吐
蕃
の
勢
力
は
王
位
継
承
に
関
す
る
混
乱
な
ど
も
あ
っ
て
低
下
の
一
途
を
た
ど
り
、
九
世
紀
中
頃
に
は
実
質
上
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
古

代
王
朝
は
崩
壊
す
る
。
つ
ま
り
、
右
に
引
い
た
『
通
話
』
の
記
事
の
時
点
で
は
す
で
に
、
唐
が
南
詔
国
を
重
視
せ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
前
提
条

件
そ
の
も
の
が
消
減
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
記
事
の
後
半
で
唐
は
豊
祐
の
後
を
継
い
で
立
っ
た
南
二
王
世
隆
（
酋
龍
）
の
冊
封
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
王
の
名
が
玄
宗
の
誰
を
犯
す
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
む
し
ろ
、
自
ら
も
内
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
つ
つ
あ
っ
た

唐
が
、
既
に
用
済
み
と
な
っ
た
工
専
国
を
切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
玉
壷
国
側
の
こ
れ
に
対
す
る
対
応
は
世
隆
の
帝
号
自
称
、
建
元
と
い
う
形
で
表
れ
て
い
る
。
尋
閣
勧
の
頃
か
ら
す
で
に
「
瞭
信
」

と
い
う
王
号
を
称
し
て
は
い
た
が
、
こ
こ
で
皇
帝
を
自
称
し
た
の
は
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
意
味
合
い
が
異
な
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
後
、
威
通
七
年
に
は
成
都
に
赴
い
た
南
詔
国
の
和
平
官
董
成
が
節
度
使
に
対
し
抗
命
を
要
求
し
て
囚
わ
れ
る
、
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て

　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
る
し
、
一
連
の
唐
に
対
す
る
軍
事
侵
攻
収
束
後
も
南
蔵
王
は
唐
に
対
し
て
臣
を
称
す
る
こ
と
を
頑
な
に
拒
否
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
は
決
し
て
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
南
裏
合
の
唐
に
対
す
る
方
針
が
根
本
的
に
変
化
し
た
も
の
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
南
詔
国
、
よ

り
正
確
に
い
え
ば
南
詔
王
臨
急
は
冊
封
－
朝
貢
と
い
う
従
来
の
唐
と
の
関
係
を
断
ち
切
っ
て
、
対
等
の
立
場
で
唐
と
対
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
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こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
唐
と
の
関
係
の
根
本
的
な
変
質
を
通
じ
て
、
九
世
紀
後
半
に
は
、
南
詔
国
内
の
諸
欄
度
に
か
な
り
の
変
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

史
料
か
ら
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
南
詔
王
と
い
う
地
位
の
持
つ
性
格
自
体
も
、
否
応
な
し
に
変
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
、
南
詔
国
の
後
半
期
に
、
王
権
に
何
ら
か
の
変
化
が
起
こ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
は
、
男
芸
の
軍
事
的
支
配
が
優
越
し
て
い
た
前
半
期
に
対
し
、
後
半
期
に
は
蓋
置
の
絶
対
的
支
配
が
後
退
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

白
描
系
の
有
力
氏
族
が
台
頭
し
て
く
る
、
と
い
う
の
が
通
常
の
見
解
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
南
詔
国
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
の
開
拓
老

で
あ
る
藤
澤
義
美
氏
が
最
初
に
こ
れ
に
触
れ
て
い
る
が
、
氏
は
後
半
期
を
具
体
的
に
扱
っ
て
お
ら
ず
、
諸
史
料
か
ら
南
詔
国
の
官
名
・
人
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

収
拾
し
た
南
詔
国
の
官
制
お
よ
び
支
配
階
層
の
構
成
に
関
す
る
研
究
か
ら
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
近
年
武
内
翔
氏
は
南
半
国
後
半
期
お
よ
び
大
諸
国
時
代
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
後
半
期
に
は
南
詔
王
は
宗
教
的
（
仏
教
的
）
権
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
身
に
ま
と
い
、
実
権
を
伴
わ
な
い
、
い
わ
ば
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
南
詔
王
と
周
辺
民
族
と

の
個
人
的
な
主
従
関
係
を
利
用
し
て
、
軍
事
活
動
に
と
も
な
う
兵
員
徴
発
な
ど
の
際
に
、
白
縮
系
の
有
力
氏
族
に
利
用
さ
れ
る
立
場
で
あ
っ
た

　
　
⑯

と
い
う
。

　
両
氏
が
白
石
系
有
力
氏
族
の
台
頭
を
述
べ
る
根
拠
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
王
土
籟
に
よ
る
勧
龍
盛
殺
害
、
お
よ
び
南
端
国
後

半
期
に
関
す
る
史
料
中
に
白
飴
系
の
重
臣
と
も
み
な
さ
れ
る
人
物
の
名
が
め
だ
つ
こ
と
で
あ
る
。
山
番
…
顛
に
関
し
て
は
、
た
し
か
に
彼
が
実
権

を
掌
握
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
蒙
氏
の
王
権
衰
退
傾
向
と
結
び
つ
か
な
い
こ
と
は
前
項
で
も
述
べ

た
。
ま
た
、
白
面
系
重
臣
に
つ
い
て
は
軍
事
侵
攻
を
通
じ
て
南
膏
石
と
の
直
接
的
な
交
渉
が
増
加
し
た
こ
と
、
ま
た
史
料
が
こ
れ
を
大
き
く
扱

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
南
君
国
の
使
者
等
の
個
々
の
人
名
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
ま
た
、
両
氏
を
含
め
、
南
詔
国
史
に
関
す
る
史
料
と
し
て
し
ば
し
ぼ
利
用
さ
れ
て
き
た
『
南
詔
野
史
』
に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
の
書
物
は
い

わ
ば
南
詔
国
前
半
期
に
関
す
る
『
南
窓
徳
化
碑
』
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
特
に
南
詔
国
後
半
期
の
雲
南
側
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
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南詔国後半期の対外遠征と国家構造（林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
か
し
い
う
ま
で
も
な
く
『
南
詔
野
史
』
は
明
代
・
清
代
の
編
纂
物
で
あ
り
、
南
詔
国
時
代
の
史
料
と
し
て
は
『
蛮
書
』
『
南
蛮
伝
』
な
ど
に

く
ら
べ
数
段
価
値
の
劣
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
書
の
南
詔
国
に
関
す
る
記
述
は
大
理
国
時
代
、
お
よ
び
元
朝
支
配
下
の
段
氏
陶
管

の
時
期
を
経
て
き
て
お
り
、
随
所
に
そ
の
影
響
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
テ
ク
ス
ト
間
の
相
違
も
か
な
り
大
き
く
、
南
詔
国
滅
亡
後

言
百
年
を
経
て
か
な
り
史
伝
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
武
内
氏
が
段
氏
の
台
頭
を
示
す
事
件
と
し
て
引
用
し
て
い
る
段
宗
膀
に
よ
る
王

慰
留
殺
害
に
し
て
も
、
版
本
に
よ
っ
て
は
豊
祐
の
死
の
直
後
で
は
な
く
勧
利
盛
の
死
の
直
後
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
南
詔
野
史
』
と
同
系
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
史
料
で
あ
る
『
葵
古
通
雲
公
述
』
に
い
た
っ
て
は
同
じ
事
件
を
ま
っ
た
く
別
の
金
製
な
る
人
物
の
事
跡
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
同
書
が
む
し

ろ
『
南
詔
野
史
』
の
原
本
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
南
詔
野
史
』
が
大
理
国
段
氏
の
出
自
を
称
揚
す
る
た
め
に
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

承
を
改
変
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
後
節
で
も
同
様
の
例
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
見
て
も
、
白
露
有
力
氏
族
、
特
に
南
詔
国
の
後
継
政

権
を
樹
立
し
た
楊
氏
・
段
氏
ら
の
勃
興
を
示
す
史
料
と
し
て
『
南
詔
野
史
』
を
使
用
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
と
も
な
う
の
で
あ
る
。

　
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
南
詔
国
内
に
お
け
る
白
総
系
の
有
力
氏
族
の
地
位
は
成
立
当
初
か
ら
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
．
だ
が
そ
れ

が
後
半
期
、
と
く
に
豊
祐
・
世
隆
の
時
期
に
お
い
て
蒙
氏
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
力
を
も
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
に
は
い
ま
一
つ
問
題
が
多
い
の

で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
世
世
に
よ
る
帝
号
自
称
、
そ
の
後
の
唐
に
対
す
る
軍
事
遠
征
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
事
件
が
視
野

に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
世
隆
は
帝
号
を
自
称
し
た
直
後
に
播
州
（
貴
州
省
遵
義
市
）
を
攻
撃
し
、
そ
の
後
も
彼
の
時
代
は
ほ
と
ん
ど
唐
に
対
す
る
軍
事
遠
征
に
明
け
暮

れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
節
で
も
示
す
よ
う
に
、
そ
の
全
て
を
世
子
自
身
が
直
接
主
導
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、

　
　
酋
龍
年
少
嗜
殺
獄
、
親
戚
異
己
者
皆
斬
、
兵
出
無
寧
歳
、
諸
国
更
際
葱
、
陞
覆
衆
、
国
耗
虚
。

と
『
南
蛮
伝
』
下
に
あ
る
よ
う
に
、
全
体
的
に
見
る
と
世
隆
自
身
も
反
対
勢
力
を
押
し
切
っ
て
ま
で
こ
れ
を
推
進
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
唐
と
の
関
係
の
悪
化
は
、
七
言
の
南
豊
艶
と
し
て
の
地
位
そ
の
も
の
を
ゆ
る
が
し
か
ね
な
い
事
件
で
あ
っ
た
。
冊
封
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
は

蒙
氏
の
権
威
の
裏
づ
け
と
な
る
要
素
の
ひ
と
つ
が
失
わ
れ
、
各
地
に
お
け
る
有
力
氏
族
の
在
地
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
力
が
弱
ま
る
こ
と
を
意
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証
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
朝
貢
活
動
が
停
止
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
蒙
氏
は
従
来
の
よ
う
に
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
経
済
的
な
利
益
を
分
配
す

る
こ
と
で
自
ら
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
見
方
を
変
え
れ
ば
、
唐
と
の
君
臣
関
係
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唐
の
領
域
か
ら
人
的
資
源
を
調
達
す
る
こ
と
に
は
何
の
問
題

も
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
雪
避
都
響
府
（
交
趾
城
）
襲
撃
を
通
じ
て
多
く
の
捕
虜
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
以
後
の

唐
に
対
す
る
軍
事
遠
征
が
こ
の
よ
う
な
一
面
を
持
つ
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
遠
征
に
際
し
て
雲
南
地
方
各
地
の
民
族
の
動
員
を
行
う
こ
と
は
、

彼
ら
に
対
す
る
南
詔
王
の
支
配
力
を
確
認
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
捕
虜
の
獲
得
を
通
じ
て
、
南
詔
王
は
利
益
の
分
配
老
と
い
う
み
ず

か
ら
の
機
能
を
全
う
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
内
的
に
み
れ
ば
、
対
外
遠
征
は
そ
れ
ま
で
の
朝
貢
活
動
の
代
替
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
い
っ
ぽ
う
対
外
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
遠
征
は
明
ら
か
に
唐
と
の
交
渉
を
有
利
な
方
向
へ
進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史

的
経
緯
や
、
雲
南
地
方
の
置
か
れ
た
位
置
か
ら
考
え
て
、
南
詔
国
が
唐
と
全
く
関
係
を
持
た
な
い
、
あ
る
い
は
収
奪
の
対
象
と
の
み
考
え
る
と

い
う
の
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
冊
封
を
拒
否
さ
れ
た
世
隆
以
後
、
抗
礼
事
件
が
示
す
よ
う
に
、
南
興
国
は
対
等
の
立
場
で
唐
と
交
渉
を
進

め
る
こ
と
を
指
向
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
前
世
紀
の
吐
蕃
の
ご
と
く
、
み
ず
か
ら
が
唐
に
と
っ
て
長
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
脅
威
に
な
り
う
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
成
都
へ
の
侵
攻
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
示
威
行
動
と
し

て
の
意
味
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
冊
封
拒
否
－
世
隆
の
帝
号
自
称
一
驚
に
対
す
る
軍
事
遠
征
と
い
う
三
つ
の
事
件
を
一
連
の
も
の
と
み
な
し
て
そ
の
意
味
を
考
え
よ
う
と
す
る

か
ぎ
り
、
少
な
く
と
も
世
隆
の
時
期
に
は
象
微
と
化
し
た
南
諸
王
の
姿
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
次
の
隆
舜
（
法
）
の
時
代
に
な

る
と
事
情
が
変
わ
っ
て
く
る
。
対
外
遠
征
が
成
功
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
領
土
拡
張
を
目
的
と
す
る
も
の
と
考
え
な
い
限

り
、
単
純
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
通
じ
て
、
南
寒
国
の
国
力
が
大
き
く
消
耗
し
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。

　
先
に
引
い
た
史
料
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
唐
と
の
冊
封
朝
貢
関
係
の
破
棄
、
相
次
ぐ
対
外
遠
征
の
断
行
と
い
っ
た
政
策
に
は
反
対
す
る
も
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の
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。
枕
本
の
時
期
に
は
ま
だ
そ
れ
を
押
し
切
っ
て
遠
征
を
強
行
す
る
だ
け
の
力
を
南
面
王
は
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
世
塵
の
死
後
、
心
血
が
年
少
で
即
位
す
る
と
、
南
亡
国
の
国
政
は
権
臣
の
手
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
晒
鯨
代
の
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

料
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
其
俗
謡
浮
屠
法
」
と
し
て
高
駐
が
仏
僧
を
南
訴
訟
に
送
り
込
む
の
も
ま
さ
に
隆
舜
の
時
代
で
あ
る
こ
と
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
時
期
に
お
け
る
南
詔
王
の
仏
教
へ
の
傾
斜
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
南
詔
国
末
期
の
史
料
で
あ
る
と
さ
れ
る
『
南
意
図
巻
』
に
は
確
か

に
、
仏
教
的
権
威
を
身
に
ま
と
っ
た
隆
舜
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
内
氏
の
い
う
よ
う
な
南
詔
王
の
変
質
は
、
む

し
ろ
世
隆
期
の
対
外
遠
征
の
結
果
と
し
て
、
隆
舜
の
時
代
に
な
っ
て
生
じ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
原
因
と
し
て
は
、

度
重
な
る
遠
征
が
、
実
際
の
軍
事
行
動
を
担
う
白
蛮
有
力
族
の
発
言
権
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
だ

が
そ
の
前
に
、
実
際
の
軍
事
遠
征
に
関
す
る
史
料
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

南詔国後半期の対外遠征と国家構造（林）

①
　
『
通
鑑
』
太
和
三
年
～
一
月
～
一
二
月
。

②
　
　
『
通
鑑
』
元
和
四
年
一
一
月
。

⑧
『
通
鑑
』
元
和
一
一
年
二
月
。

④
『
通
鑑
』
太
和
三
年
＝
一
月
「
嵯
韻
自
耶
州
引
兵
径
抵
成
都
。
」
、
『
南
蛮
伝
』
中

　
「
嵯
盛
夏
悉
衆
掩
耶
・
戎
・
嵩
三
州
、
陥
之
。
」

⑤
　
佐
藤
前
掲
書
、
六
八
六
－
六
九
九
頁
。

⑥
　
　
「
蛮
留
成
都
西
郭
十
日
、
其
始
慰
撫
二
人
、
富
嶽
安
堵
。
将
行
、
弱
目
掠
子
女

　
・
百
工
数
万
人
及
珍
貨
而
去
」
（
『
通
雲
』
太
和
三
年
一
二
月
）
。

⑦
『
通
鑑
』
長
慶
三
年
七
月
。

⑧
表
－
参
照
。

⑨
『
通
鑑
』
太
和
田
年
一
〇
月
、
五
年
入
玉
。

⑩
佐
藤
前
掲
書
（
本
節
註
⑥
）
。

⑫
『
嫁
鑑
』
威
通
一
〇
年
一
〇
月
。

⑫
　
　
『
通
鑑
』
乾
口
付
五
年
四
月
、
　
⊥
ハ
年
二
月
。

⑬
　
　
『
蛮
書
』
巻
九
「
近
年
已
来
、
南
蛮
更
添
職
名
不
少
。
」

⑭
藤
沢
前
掲
書
、
囑
三
三
1
四
三
五
頁
。

⑯
　
武
内
剛
「
雲
南
社
会
に
お
け
る
統
合
と
宗
教
」
『
行
動
と
文
化
』
一
一
、
一
九
八

　
七
年
、
四
五
－
四
七
頁
。

⑯
　
武
内
前
掲
論
文
、
九
〇
1
九
七
頁
。

⑰
　
『
南
詔
野
史
』
原
本
は
明
・
侃
酪
撰
と
さ
れ
る
が
、
現
在
～
般
に
用
い
ら
れ
て

　
い
る
の
は
明
・
楊
慎
編
輯
、
清
・
膏
血
訂
証
の
乾
隆
四
〇
年
前
印
本
で
あ
る
（
た

　
だ
し
木
芹
『
南
端
野
史
会
証
』
（
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
は
楊
慎
の
本

　
書
へ
の
関
与
に
懐
疑
的
で
あ
る
）
。
以
下
本
稿
で
は
右
の
胡
蔚
増
訂
本
を
単
に
『
南

　
詔
野
史
』
と
記
す
。

⑱
　
尤
中
『
墾
古
通
記
浅
述
校
注
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

⑲
段
宗
膀
の
名
自
体
は
『
文
苑
英
華
』
巻
四
七
〇
所
収
の
「
封
敷
与
南
詔
清
平

　
官
書
」
に
あ
る
。

⑳
世
隆
死
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
南
柏
国
は
唐
と
の
講
和
の
後
に
公
主
を
迎
え
る

　
こ
と
を
強
く
要
求
し
て
い
る
（
『
二
曲
』
中
和
二
年
七
月
・
累
年
七
月
）
。
こ
の
よ

　
う
な
点
か
ら
み
て
も
、
南
詔
国
が
吐
　
番
の
前
例
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
み
と
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め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑳
　
『
南
蛮
伝
』
中
「
法
年
少
、
好
敗
猟
酎
逸
、
衣
絡
紫
錦
閲
、
鍍
金
帯
。

　
決
大
臣
。
」

国g／
1
：

1

⑫
　
李
．
殊
燦
『
南
詔
大
理
国
新
資
料
的
綜
合
研
究
』
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
専

　
刊
九
、
一
九
六
七
年
。
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三
　
対
唐
遠
征
の
具
体
的
検
討

　
本
節
で
は
、
九
世
紀
後
半
の
南
詔
国
の
唐
に
対
す
る
軍
事
遠
征
を
中
心
と
す
る
活
動
に
対
し
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
枠
組
み
が
妥
当
性
を

持
つ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
そ
の
概
略
を
表
2
に
示
し
た
。

　
九
世
紀
後
半
の
南
叛
意
の
対
外
遠
征
が
ほ
ぼ
世
隆
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
表
2
か
ら
は
、
そ
の

中
で
安
南
都
護
府
を
中
心
と
す
る
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
の
攻
撃
と
、
嵩
州
（
四
川
省
西
昌
市
）
・
成
都
を
中
心
と
す
る
四
川
方
面
の
攻
撃
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
は
時
期
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
唐
側
に
お
い
て
は
安
南
都
護
（
静
海
軍
節
度
使
）
お
よ
び
西
川
節
度
使
と
し
て
高
駐
が
非
常

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
交
趾
城
を
回
復
し
、
ま
た
成
都
に
迫
る
南
詔
軍
を
最
終
的
に
撃
退
し
た
の
も
彼
の
功
績
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
中
で
特
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
方
面
へ
の
攻
撃
の
実
態
で
あ
る
。
成
都
へ
の
攻
撃
に
関
し
て
は
、
過
去
の
朝

貢
使
節
や
成
都
へ
の
留
学
経
験
者
が
支
配
階
層
内
に
多
く
い
た
こ
と
か
ら
、
様
々
な
掛
較
が
容
易
に
得
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま

た
建
国
の
時
期
か
ら
南
詔
国
と
唐
と
の
交
渉
は
も
っ
ぱ
ら
成
都
経
由
で
行
わ
れ
て
お
り
、
唐
へ
の
攻
撃
を
示
威
行
動
と
み
な
す
場
合
、
そ
れ
は

ま
ず
成
都
に
向
け
て
行
わ
れ
る
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
王
嵯
鎖
の
先
例
も
あ
り
、
雲
南
地
方
か
ら
見
て
最
も
近
い
人
口
密
集
地

で
あ
る
四
川
を
狙
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
先
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
の
攻
撃
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
安
南
都
護
府
を
通
じ
た
鞍
骨
国
と
唐
と
の
交
渉
と
い

う
の
は
、
唐
に
帰
順
す
る
意
志
を
章
皐
に
伝
え
る
た
め
、
異
輪
回
が
単
級
・
勲
州
・
知
事
の
三
路
を
通
じ
て
同
時
に
使
者
を
送
っ
た
、
と
い
う

こ
と
以
外
、
軍
事
侵
攻
以
前
に
ほ
と
ん
ど
例
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
史
料
に
お
い
て
は
安
南
都
護
の
横
暴
に
反
抗
す
る
周
辺
民
族
が
南
詔
軍
を

呼
び
込
ん
だ
と
い
う
理
由
づ
け
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
た
か
も
南
詔
国
が
こ
れ
に
乗
じ
て
領
土
拡
張
を
め
ざ
し
た
軍
事
遠
征
を
行
っ
た
か
の
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表2　南詔国の対外遠征

剣南西川方面 安南都護府方面

棘・（829）1旧劇・月王麟

太和・（83・）｝甲州1・・月

太和6（832）

太和9（835）

会昌6（846）

大中12（858）

大i13（859）

威通1－2
　（860－61）

脚台願国

破弥臣国・凹凹国

鰍・月

矧1月・・月

酬（年末・あり）

安南
12月　段貧遷

（12月攻陥交趾，861．6奪還）

踊・（86・）1酬1・月 1酬・月

成通3（862）

囎・（863）1酬1（12月一864・正月）

二二・（864）1・月
二二鬼山遽南詔蛮敗之

二二・（865）1酬（・月）

二二・（866）i
二上二二二等詣成都

成通・・（869）1
遣使者楊貧慶

威逼10－11

　（869－7e）

成都

威通・4・873・

乾符1－2

　（874－75）

成都

10月　南詔旨㊧龍

　　　杜元忠（坦紳）

870．1月　至成都城下（一2月）

11月　坦紳

875．1高駁，西川節度使に

乾符・（876）1
遣使者詣高駐求和，而盗辺不息

甲南

2月　楊思緬（薔關節度使）

　　楊忠義（縮東判官）

11ノヨ　　（864．　1　交ilth域琴僧落）

　　　（863．　3　難題垂義盗H）

　　　段酋遷（安南節度使）
　　　楊細思（警關節度使）
　　　苑晩些（安南都統）
　　　趙諾眉（扶邪謀統）

866．11月　高駐，二二を奪還

乾符・（877）｝
閏2月間副使段瑳宝（随西）

乾符・（878）i・月 遣使趙宗政（清平官・酋望）

・繋年は『資治通鑑』による（弥臣・弥諾・開国については『蛮書』巻十）。
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よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

　
　
　
　
　
陰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
し
か
も
史
料
中
に
表
れ
る
人
名
か
ら
、
実
際
に
は
南
詔
王
以
外
の
勢
力
が
こ
れ
を
主
導
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
ま
ず
、
四
川
方
面
で
の
活
動
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
対
外
活
動
に
関
し
て
主
体
に
な
っ
た
人
物
、
な
い
し
は
勢
力
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
主
導
者
の
問
題

　
南
畑
瀬
に
よ
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
の
侵
攻
は
ま
ず
会
昌
六
年
（
八
四
六
）
の
安
南
都
護
府
攻
撃
に
始
ま
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
白
頭
』
は

単
に
蚕
婆
南
し
と
す
る
が
・
『
新
唐
書
』
本
紀
で
は
曇
南
蛮
し
と
な
・
て
い
輪
た
だ
し
そ
れ
以
上
の
詳
細
集
明
で
あ
る
・

　
次
の
大
中
十
二
年
忌
八
五
八
）
か
ら
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
の
侵
攻
に
つ
い
て
は
、
大
中
七
一
九
年
（
八
五
三
－
五
）
に
都
護
で
あ
っ
た
立
縞
の
安

南
都
護
府
周
辺
の
民
族
に
対
す
る
横
暴
が
入
竃
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
通
鑑
』
大
中
十
二
年
六
月
に
は

　
　
峯
州
右
口
悪
西
原
…
、
　
旧
右
回
防
久
、
丘
ハ
六
千
、
甘
六
勢
七
縮
甲
洞
…
蛮
、
其
酋
長
栄
爵
由
独
、
轟
吊
助
－
甲
困
同
成
守
、
輸
租
賦
。
知
輿
高
州
土
匪
善
肖
賢
愚
…
、
筑
醐
圓
能
戌
丘
ハ
、
専
委
由
独

　
　
防
遇
。
於
是
由
認
諾
孤
、
不
能
自
立
、
南
聖
霊
棄
節
度
使
以
書
誘
之
、
以
甥
詳
説
子
、
鳥
総
東
押
牙
、
由
独
詔
書
呂
衆
臣
於
南
詔
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
あ
っ
て
、
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
李
由
独
が
書
痴
国
の
柘
東
節
度
使
の
も
と
に
走
り
、
楯
東
節
度
使
は
こ
れ
を
手
厚
く
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

二
年
後
の
威
通
元
年
に
初
め
て
交
趾
城
を
思
し
た
こ
と
に
関
し
て
も
、
『
南
蛮
伝
』
中
は
こ
の
李
源
の
行
為
と
の
関
連
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
大
中
時
、
書
聖
為
安
置
経
略
使
、
苛
墨
自
讃
、
以
斗
塩
一
牛
、
夷
人
不
堪
、
結
南
聖
子
段
酋
遷
陥
安
南
都
護
府
、
号
白
衣
没
命
軍
。
南
平
発
朱
黒
怯
菖
三

　
　
千
助
守
。

　
こ
の
史
料
で
は
そ
れ
ら
の
民
族
と
結
ん
だ
「
南
扇
の
将
心
意
遷
」
が
主
体
と
な
っ
て
安
南
都
内
府
を
接
し
た
、
と
さ
れ
て
お
り
、
南
面
王
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
の
親
兵
で
あ
る
朱
弩
怯
萱
三
千
を
出
し
て
こ
れ
を
助
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
言
言
遷
が
南
詔
国
内
で
ど
う
い

う
地
位
に
あ
っ
た
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
後
の
交
趾
城
占
領
中
に
「
安
南
節
度
使
」
と
し
て
交
趾
城
に
拠
る
南
陸
軍
を
統
率
し
て
い
る
と

134 （574）



南詔国後半期の対外遠征と国家構造（林）

こ
ろ
か
ら
、
大
軍
将
ク
ラ
ス
の
人
物
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
国
内
統
治
体
制
と
の
関
連
で
い
え
ぼ
、
や
は
り
黒
竹

節
度
、
な
い
し
通
海
都
督
（
通
海
県
）
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
最
初
の
交
州
占
拠
は
翌
年
の
六
月
ま
で
に
は
安
南
都
護
李
郵
に
よ
っ
て
奪
回
さ
れ
、
二
年
七
月
の
上
州
（
広
西
壮
族
自
治
区
南
寧
市
）
攻
陥

を
経
て
、
威
通
三
年
（
八
六
二
）
二
月
に
は
三
度
屠
の
攻
撃
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
も
唐
が
内
地
か
ら
大
軍
を
派
遣
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

月
ほ
ど
で
兵
を
引
き
揚
げ
て
い
る
が
、
三
月
に
は
『
蛮
書
』
の
著
者
奨
紳
が
安
平
経
路
雪
嵐
襲
の
命
を
受
け
て
敵
陣
に
潜
入
し
て
い
る
。
奨
紳

は
そ
こ
で
目
に
し
た
人
物
と
し
て
、
賊
帥
朱
鷺
古
・
馬
出
判
官
揚
忠
義
・
賊
将
楊
策
忠
・
盲
者
触
・
楊
酋
盛
・
楊
禿
な
ど
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

や
は
り
こ
こ
で
も
柘
東
節
度
に
属
す
る
人
物
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
焚
紳
の
赴
い
た
先
は
「
朱
道
古
営
塞
」
と
な
っ
て
い
る
。
早
道
古
は
『
蛮
書
』

で
は
「
賊
帥
一
「
草
賊
」
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
『
通
鑑
』
成
通
七
年
十
月
に
は
「
土
蛮
為
南
詔
郷
導
者
朱
道
古
」
と
あ
っ
て
、
李
由
独
と

同
様
、
彼
も
南
詔
軍
と
結
ん
だ
周
辺
民
族
の
首
領
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
蛮
書
』
巻
毛
に
は

　
　
臣
於
威
通
三
年
三
月
八
日
入
賊
重
囲
、
因
見
二
千
蛮
判
官
楊
忠
義
背
後
領
八
箇
蛮
持
営
繕
、
…
…

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
そ
の
高
道
古
の
も
と
へ
楊
忠
義
が
柘
東
節
度
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
図
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
同
年
の
十
一
月
、
南
町
国
は
再
び
五
聖
の
軍
を
も
っ
て
土
州
を
攻
め
、
翌
四
年
正
月
に
は
こ
れ
を
陥
落
さ
せ
て
、
七
年
十
一
月
に
高
駐
に
よ

っ
て
奪
還
さ
れ
る
ま
で
こ
れ
を
占
拠
し
続
け
た
。
こ
の
と
き
書
芸
国
側
の
軍
を
率
い
、
戦
闘
終
了
後
も
二
万
の
兵
を
領
し
て
交
趾
城
に
留
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
る
の
は
楊
思
繕
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
彼
は
『
通
鑑
磨
墨
』
に
よ
れ
ば
、
高
駐
が
雲
南
を
与
え
た
牒
に
は
「
善
關
節
度
使
」
と
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
こ
の
善
閾
節
度
使
と
は
柘
東
節
度
使
の
別
称
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
威
通
四
年
置
月
・
五
年
三
月
に
も
欝
州
を
攻
撃
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
人
名
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。
七
年
、
高
駐
が
交
趾
城
に

接
近
す
る
と
、
楊
思
糟
に
代
わ
っ
て
安
南
節
度
使
と
な
っ
て
い
た
段
酋
遷
へ
の
援
軍
と
し
て
、
善
閲
節
度
使
揚
緯
思
が
送
ら
れ
、
ほ
か
に
安
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

都
統
萢
睨
些
・
扶
邪
都
統
趙
諾
眉
な
ど
の
名
も
み
え
る
。

　
都
護
府
占
領
中
に
も
何
度
か
四
川
方
面
に
兵
を
送
っ
て
い
る
こ
と
は
表
2
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
薦
州
付
近
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の
辺
境
に
お
け
る
小
競
合
い
に
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
高
駐
に
よ
っ
て
安
南
都
護
府
が
奪
還
さ
れ
た
後
、
威
通
一
〇
1
一
一
年
目
八
六
九
一
七

〇
）
に
は
南
詔
軍
は
四
川
南
部
か
ら
成
都
に
迫
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
交
州
占
領
中
に
使
者
と
し
て
成
都
へ
赴
き
、
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
た
清
平
官
記
成
が
釈
放
さ
れ
た
こ
と
を
謝
す
る

た
め
に
、
南
詔
国
が
再
度
送
っ
た
愚
老
で
あ
る
花
蕊
慶
が
定
量
軍
節
度
使
李
師
望
に
殺
さ
れ
た
こ
と
が
直
接
の
契
機
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
遠
征
に
は
「
酋
龍
翻
身
自
爆
」
（
『
南
蛮
伝
』
中
）
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
成
都
城
下
に
お
い
て
「
駆
信
以
下
親
立
矢
石
問
」
（
『
通
言
』

一
通
＝
年
二
月
）
と
い
う
記
事
も
あ
る
た
め
、
親
征
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
「
際
信
」
と
い
う
の
は
南
詔
王
の
称
号
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

『
甫
蛮
伝
』
中
に
よ
れ
ぽ
尋
閣
勧
の
代
か
ら
自
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
世
隆
以
外
に
杜
元
忠
な
る
人
物
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
杜
元
忠
に
つ
い
て
は
『
南
蛮
伝
』
中
北
「
坦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

緯
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
坦
紳
は
『
南
蛮
伝
』
上
に
よ
れ
ば
清
平
官
の
別
称
で
あ
り
、
『
通
鑑
』
威
通
一
一
年
正
月
で
は
「
用
事
之
臣
杜
元
忠
」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
世
隆
期
の
南
詔
国
の
第
一
の
重
臣
と
考
え
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
西
川
節
度
使
心
意
が
た
び
た
び
彼
に
書

信
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
実
質
的
に
行
軍
を
指
揮
し
て
い
る
の
は
杜
元
忠
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
唐
側
に
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
南

蛮
伝
』
申
に
は

　
　
坦
紳
杜
元
忠
日
夜
教
酋
龍
取
全
蜀
。

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
む
し
ろ
、
杜
元
忠
こ
そ
が
成
都
遠
征
を
積
極
的
に
推
進
し
た
首
謀
者
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
の
乾
三
元
－
二
年
（
八
七
四
－
七
五
）
。
（
『
南
蛮
伝
』
中
で
は
威
通
一
四
－
乾
符
元
年
（
八
七
三
－
八
七
四
）
）
に
関
し
て
も
、
『
南
蛮
伝
』
は
「
坦
緯

復
憲
蜀
」
と
述
べ
、
前
回
と
は
違
っ
て
世
隆
が
同
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
史
料
は
存
在
し
な
い
。
『
通
馬
』
筆
算
元
年
十
二
月
に
は

　
　
騨
信
使
其
坦
緯
遣
節
度
使
牛
叢
書
云
…
…

と
あ
る
が
、
実
際
に
は
世
隆
は
親
征
せ
ず
、
坦
紳
が
遠
征
軍
を
率
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
遠
征
に
お
け
る
坦
紳
に
つ
い
て
は
、

『
通
鑑
』
、
『
南
蛮
伝
』
と
も
に
姓
名
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
前
後
関
係
か
ら
考
え
れ
ば
杜
元
忠
を
指
す
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
が
『
南
詔
野
史
』
に
は
杜
元
忠
は
ま
っ
た
く
登
場
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
牛
叢
へ
の
使
者
と
し
て
王
保
誠
・
鄭
瀧
・
段
聖
遷
ら
の
名

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
中
で
段
酋
遷
は
『
耳
垂
』
・
『
南
蛮
書
』
で
は
四
通
七
年
の
交
州
奪
還
時
に
既
に
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
段
氏
に
関
す
る
附
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
三
次
の
成
都
攻
撃
（
蘇
州
付
近
へ
の
入
憲
は
成
通
年
間
も
複
数
回
存
在
す
る
）
が
ふ
た
た
び
西
川
節
度
使
に
起
用
さ
れ
た
高
卒
に
よ
っ
て
撃
退
さ

れ
、
そ
れ
と
前
後
し
て
世
心
が
没
す
る
と
、
南
蝉
吟
は
嶺
南
西
道
と
剣
劇
西
川
の
両
方
面
に
和
使
を
送
っ
て
い
る
。
ま
ず
乾
符
四
年
（
八
七
七
）

に
は
陥
幽
妙
瑳
宝
が
嶺
南
西
道
節
度
使
辛
々
の
も
と
に
送
ら
れ
て
い
る
。
陀
西
は
『
南
蛮
伝
』
上
で
は
「
若
管
記
」
と
さ
れ
る
だ
け
で
そ
れ
以

上
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
次
に
乾
符
五
年
に
は
清
平
官
・
駆
馳
の
趙
宗
政
が
成
都
方
面
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
や
や
時
代
は
降
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

中
和
年
間
（
八
八
一
一
四
）
に
唐
か
ら
公
主
を
迎
え
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
南
開
国
の
使
者
と
し
て
宰
相
趙
隆
眉
・
楊
奇
混
・
段
義
宗
・
布
期
中

　
⑬
奇
肱
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
の
三
人
は
高
館
の
「
南
詔
の
心
腹
で
あ
り
、
殺
す
べ
し
」
と
の
謀
に
し
た
が
っ
て
殺
害
さ
れ
、

そ
れ
が
南
詔
国
の
衰
退
を
早
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
管
下
も
『
南
蛮
伝
』
上
に
よ
れ
ば
清
平
官
の
別
称
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
登
場
す
る
人
物
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
成
都
へ
の
侵
攻
に
関
し
て
は
世
隆
自
身

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
王
翠
煙
、
杜
元
忠
と
、
い
わ
ば
時
の
南
詔
国
に
お
け
る
最
高
権
力
者
が
直
接
こ
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
成
都
に
送
ら
れ
る
使
者
も
清
平
官
・
布
愛
と
い
っ
た
宰
相
ク
ラ
ス
の
入
物
が
目
立
つ
。
し
た
が
っ
て
侵
攻
そ
の
も
の
の
目
的
を
王
嵯
贔

と
同
様
、
成
都
の
人
口
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
み
な
す
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
唐
に
対
す
る
示
威
行
動
と
考
え
る
に
し
て
も
、
蒙
氏
を

中
心
と
す
る
南
詔
国
の
中
央
政
権
が
こ
れ
を
主
導
し
て
い
る
に
は
違
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
交
戦
方
面
と
の
か
か
わ
り
で
登
場
す
る
の
は
柘
東
（
善
閾
）
節
度
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
人
物
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

南
詔
国
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
少
な
い
。
し
か
も
、
交
信
攻
撃
に
際
し
て
登
場
す
る
人
物
に
は
圧
倒
的
に
平
田
・
段
姓

を
持
つ
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
楊
氏
・
段
氏
は
西
里
河
蛮
系
の
有
力
氏
族
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
南
詔
国
滅

亡
後
の
後
継
政
権
（
楊
氏
の
大
義
寧
国
．
段
氏
の
大
理
国
）
を
建
設
す
る
氏
族
で
も
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
南
詔
国
後
半
期
に
お
け
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る
白
蛮
系
有
力
氏
族
の
台
頭
と
は
、
お
も
に
こ
の
楊
氏
・
段
氏
が
昆
明
盆
地
を
中
心
と
す
る
雲
南
東
部
で
在
地
勢
力
化
し
た
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
州
侵
攻
を
彼
ら
の
主
導
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
武
内
氏
の
述
べ
る
よ
う
な
、
「
安
南
侵
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
直
接
的
理
由
と
し
て
柘
東
城
を
根
拠
地
と
す
る
揚
氏
勢
力
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
の
進
出
を
企
図
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方
が
出
て

く
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
前
節
の
後
半
で
述
べ
た
よ
う
な
史
料
の
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
『
南
詔
野
史
』
に
お
い
て
は
大
義
寧
国
の
創
建
者

揚
予
貞
、
お
よ
び
大
理
国
の
創
建
者
段
思
平
が
即
位
前
に
そ
れ
ぞ
れ
東
川
節
度
使
、
通
海
節
度
使
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ

で
問
題
に
し
て
い
る
時
代
に
関
し
て
は
、
右
に
挙
げ
た
楊
思
緩
（
拓
東
節
度
使
）
・
楊
忠
義
（
翻
東
判
官
）
・
楊
緯
思
（
善
關
節
度
使
）
・
段
酋
遷
（
華

南
節
度
使
）
な
ど
の
人
名
・
官
名
以
外
に
、
武
内
氏
の
い
う
よ
う
に
釈
氏
が
柘
東
城
を
世
襲
的
に
領
有
し
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
南
詔
国
内
に
支

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

配
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
確
た
る
論
拠
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
後
半
期
に
お
け
る
「
有
力
氏
族
の
台
頭
」
が
か
な

ら
ず
し
も
自
明
の
こ
と
と
は
い
い
難
い
以
上
、
仮
に
こ
れ
ら
の
人
名
を
豊
滝
・
段
氏
台
頭
の
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
交
州
侵

攻
に
関
し
て
は
別
の
角
度
か
ら
の
論
証
が
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
次
項
で
は
、
交
州
侵
攻
に
関
し
て
さ
ら
に
詳
し
い
検
討
を
進
め
る
。
そ
の
際
、
周
辺
民
族
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
昆
明
盆
地
と
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
北
部
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
に
も
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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（
二
）
「
安
南
侵
攻
」
の
背
景

　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
の
軍
事
侵
攻
に
関
し
て
、
溶
溶
節
度
に
関
連
す
る
人
物
が
史
料
に
多
く
登
場
す
る
こ
と
自
体
は
、
さ
ほ
ど
理
解
が
困
難

な
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
雲
南
地
方
か
ら
の
ル
ー
ト
の
椙
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
四
川
方
面
へ
の
ル
ー
ト
に
は
何
通
り
か
考
え
ら
れ
る
が
、

九
世
紀
後
半
の
軍
事
遠
征
で
は
い
ず
れ
も
清
渓
関
路
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
理
盆
地
か
ら
弄
棟
節
度
（
姦
詐
県
）
を
経
て
北
上
し
、
会

川
都
督
（
四
川
省
会
理
）
・
上
州
を
経
由
し
て
金
沙
江
の
支
流
で
あ
る
大
渡
水
（
大
金
川
）
を
渡
り
、
成
都
へ
至
る
も
の
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
交
州
へ
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⑯

出
る
に
は
歩
中
路
、
つ
ま
り
昆
明
盆
地
か
ら
通
海
を
経
て
紅
河
に
至
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
下
っ
て
い
く
ル
…
ト
が
使
わ
れ
た
。
史
料
に
記
さ
れ

た
ル
ー
ト
に
従
う
限
り
、
大
理
盆
地
か
ら
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
至
る
に
は
か
な
ら
ず
柘
東
節
度
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
歩
頭
路
は
柘
東

節
度
・
通
説
都
督
の
管
轄
す
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
る
軍
事
遠
征
に
柘
東
節
度
に
関
連
す
る
人
物
が
表
れ
る
の
は
当
然
と
い
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
豊
州
侵
攻
に
関
与
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
な
ぜ
野
業
王
よ
り
も
む
し
ろ
彼
ら
が
表

に
出
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
項
で
み
た
三
惑
遷
に
よ
る
攻
撃
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
交
州
侵
攻
に
対
す
る
南
詔
王
の
関

与
は
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
威
通
初
年
の
南
詔
国
の
侵
攻
が
も
と
も
と
安
南
都
護
李
潔
の
周
辺
民
族
に
対
す
る
横
暴
を
契
機
と
す
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
『
蛮
書
』

巻
四
に
は
こ
れ
に
関
連
す
る
民
族
の
例
が
二
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
は
先
に
引
い
た
『
通
鑑
』
の
記
事
と
ほ
ぼ
重
複
し
て
お
り
、
唐
の
辺

境
防
衛
に
協
力
し
て
い
た
七
絃
洞
蛮
（
『
蛮
書
』
で
は
桃
花
人
と
呼
ば
れ
る
）
の
去
就
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
記
事
を
以
下
に
示
す
。

こ
れ
も
内
容
的
に
は
先
に
引
い
た
段
酋
遷
に
関
す
る
『
南
蛮
伝
』
中
の
記
事
と
関
連
す
る
。

　
　
崇
重
蛮
、
野
饗
導
管
内
申
西
原
十
二
日
程
。
漢
中
子
居
、
俗
講
牛
馬
。
比
年
与
重
藤
易
。
自
大
中
八
年
経
略
使
歩
暴
、
令
人
将
里
林
西
原
博
牛
馬
、
毎
一

　
　
頭
匹
只
許
塩
一
斗
。
因
此
隔
絶
、
不
将
牛
馬
来
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
こ
に
見
え
る
林
西
原
に
つ
い
て
は
、
譲
国
喩
氏
が
考
証
を
加
え
て
い
る
。
『
蛮
書
』
照
準
の
墾
蛮
条
に
お
い
て
は
林
西
原
か
ら
質
二
歩
ま

で
が
二
十
二
賃
と
さ
れ
て
お
り
、
同
書
巻
一
の
路
程
に
よ
る
と
交
響
か
ら
同
じ
質
置
歩
ま
で
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
費
勇
歩
は
交
州
か
ら

紅
河
を
遡
上
す
る
ル
ー
ト
の
上
陸
地
点
で
あ
る
。
具
体
的
な
位
置
比
定
は
望
む
べ
く
も
な
い
が
、
林
西
原
が
こ
の
ル
ー
ト
上
に
あ
る
こ
と
は
ほ

ぼ
確
か
で
あ
り
、
交
州
か
ら
三
日
の
地
点
、
つ
ま
り
『
蛮
書
』
巻
一
に
お
い
て
交
響
か
ら
二
日
と
さ
れ
る
峯
州
と
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
二
日
の

登
州
と
の
閲
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
『
通
鑑
』
で
は
李
由
独
の
七
縮
洞
も
「
其
募
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
蛮
書
』
巻
一
に
よ
る
と
、
落
磐
の
行
為
に
よ
っ
て
周
辺
民
族
が
南
詔
国
の
も
と
へ
走
る
以
前
は
、
質
勇
歩
ま
で
が
安
南
都
護
府
の
勢
力
圏

で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
李
由
独
の
協
力
し
て
い
た
防
冬
兵
戊
が
真
州
・
登
州
の
界
上
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
実
際
に
支
配
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力
の
及
ぶ
範
囲
は
そ
の
辺
り
ま
で
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
嵩
置
蛮
は
林
西
原
か
ら
さ
ら
に
十
二
日
程
雲
南
寄
り
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
南
詔
国
と
唐
の
緩
衝
地
帯
の
倥
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
彼
ら
は
唐
と
牛
馬
の
交
易
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
林
西
原
ま
で
出
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
言
意
は
強
奪
に
近
い
や
り
方
で
崇

魔
蛮
か
ら
牛
馬
を
買
い
付
け
た
た
め
、
『
南
蛮
伝
』
中
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
が
ま
ず
盤
上
遷
を
交
州
攻
撃
に
誘
い
い
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

彼
ら
が
単
に
そ
の
住
地
に
お
い
て
牛
馬
を
飼
育
す
る
だ
け
で
な
く
、
交
易
ル
ー
ト
を
通
し
て
南
唐
国
と
連
絡
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
雲
南
地
方
を
含
め
た
東
南
ア
ジ
ア
の
山
地
部
に
お
け
る
交
易
活
動
は
近
代
に
至
る
ま
で
、
次
々
リ
レ
ー
式
に
担
い
手
が
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

適
す
る
中
継
交
易
の
形
を
取
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
崇
魔
蛮
も
、
雲
南
地
方
と
紅
河
デ
ル
タ
と
を
結
ぶ
ル
ー
ト
上
の
交
易

の
民
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
七
縮
洞
蛮
（
桃
花
人
）
に
関
し
て
も
、
彼
ら
の
住
地
で
あ
る
林
西
原
が
交
易
の
場

と
し
て
機
能
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
と
無
関
係
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
李
漂
の
行
為
を
契
機
に
南
詔
国
が
安
南
都
護
府
を
攻
撃
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
、
朝
貢
遣
使
を
中
心
と
す
る
四
川
ル
ー
ト
と
は

形
態
を
異
に
す
る
交
易
活
動
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
柘
東
節
度
は
李
源
ら
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ
た
諸
民
族
を
傘
下
に
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
昆
明
盆
地
を
中
心
と
し
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
に
ま
で
伸
び
る
勢
力
を
考
え
る
と
き
、
念
頭
に
浮
か
べ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
南
詔

国
に
よ
る
雲
南
統
一
以
前
の
嚢
民
の
存
在
で
あ
る
。

　
嚢
氏
に
つ
い
て
は
皮
羅
閣
の
時
代
に
こ
れ
が
滅
び
た
後
の
昆
明
盆
地
を
手
中
に
収
め
た
と
い
う
こ
と
以
外
、
筆
者
は
あ
ま
り
触
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
墾
氏
は
『
華
陽
国
儀
』
南
中
志
に
既
に
南
中
の
大
石
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
中
原
王
朝
の
支
配
力
が
後
退
し
た
六
朝
期
に
は
、
昆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

明
盆
地
に
お
い
て
寧
州
刺
史
を
自
称
し
て
い
た
こ
と
が
『
嚢
龍
顔
碑
』
等
か
ら
わ
か
る
。
彼
ら
の
勢
力
は
昆
明
盆
地
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

決
し
て
そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
『
華
陽
国
難
』
で
は
饗
深
が
高
州
刺
史
に
、
『
晋
書
』
で
は
饗
谷
が
交
趾
太
守
に
任
じ
ら
れ

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
い
る
し
、
唐
代
に
も
『
曲
江
集
』
に
は
「
勅
安
詳
首
領
奨
揚
愚
書
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
安
南
首
領
議
論
刺
史
嚢
仁
哲
の
ほ
か
、
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南詔国後半期の対外遠征と園家構造（林）

年
上
刺
史
塁
曾
な
ど
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
王
氏
の
勢
力
圏
は
御
明
盆
地
か
ら
交
易
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
か
な
り
南
方
、
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

北
部
近
く
に
ま
で
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
大
理
盆
地
と
昆
明
盆
地
の
両
者
を
手
中
に
収
め
た
政
権
は
南
詔
国
以
前
に
ま
っ
た
く
例
が
な
い
。
書
聖
の
漢
国
と
昆
明
（
な
い
し
哀
牢
）
、
六

朝
期
の
饗
氏
と
白
子
国
な
ど
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
雲
南
地
方
に
は
つ
ね
に
東
西
二
つ
の
中
心
が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
唐
の
港
頭
路
開
発

に
伴
う
混
乱
に
乗
じ
て
饗
氏
を
滅
ぼ
し
た
蒙
氏
に
と
っ
て
、
昆
明
盆
地
の
経
営
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
南
詔
国
が
雲
南
全
域
を
代
表
す
る
政

権
に
成
長
す
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
黒
頭
路
お
よ
び
戎
州
（
四
川
省
宜
賓
市
）
を
経
由
し
て
成
都
に
至
る
石
門
路
は
、

元
来
昆
明
盆
地
と
外
世
界
を
結
び
つ
け
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
大
理
盆
地
と
は
直
接
の
関
連
を
も
た
な
い
。
章
仇
兼
環
に
よ
る
塾
頭
路
開
通
計
画

に
お
い
て
も
、
大
理
盆
地
は
通
過
点
で
さ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
南
詔
国
が
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
柘
東

城
に
昆
明
盆
地
の
み
な
ら
ず
、
墾
氏
の
旧
勢
力
圏
全
体
を
統
轄
す
る
機
能
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
柘
東
城
が
平
等
国
の
副
都
と
呼
ば
れ

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

る
の
は
ま
さ
に
こ
の
た
め
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
か
ら
こ
そ
築
城
当
初
は
閣
羅
鳳
の
長
子
鳳
伽
異
が
こ
れ
に
当
た
っ
た
の
で
あ
り
、
以
後

は
そ
れ
が
最
有
力
氏
族
で
あ
る
楊
氏
や
段
氏
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
楊
氏
や
段
民
が
昆
明
盆
地
周
辺
に
お
い
て
在
地
勢
力
化
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
柘
東
城
の
重
要
性
ゆ
え
で
あ
ろ
う
し
、
嚢
氏

の
時
代
ま
で
の
雲
南
地
方
の
東
西
二
分
傾
向
も
こ
れ
を
助
長
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
馬
脚
国
と
唐
と
の
交
渉
が
大
理
盆
地
！
清
渓
関
路
i
成
都

と
い
う
ル
ー
ト
を
通
じ
て
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
時
期
に
は
、
柘
東
節
度
の
活
動
は
表
に
出
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
間
に
も
、
彼
ら
は

旧
嚢
氏
の
勢
力
圏
を
継
承
す
る
形
で
成
長
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
九
世
紀
に
入
る
と
豊
州
お
よ
び
そ
の
東
の
泰
運
に
お
け
る
周
辺
民
族
の
動
き
が
急
激
に
活
発
に
な
る
。
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
に
は
安
南
賊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

楊
清
な
る
者
が
安
南
都
護
府
を
陥
し
て
都
護
李
象
古
を
殺
害
し
て
い
る
し
、
そ
の
後
も
西
原
蛮
・
黄
洞
蛮
と
呼
ば
れ
る
墓
州
周
辺
の
民
族
が
し

ば
し
ば
こ
の
方
面
で
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。
南
詔
軍
が
八
四
六
年
に
す
で
に
安
南
都
護
府
を
攻
撃
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ

れ
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
周
辺
民
族
の
反
乱
と
強
い
関
連
性
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
『
南
蛮
伝
』
下
の
西
原
蛮
条
に
は
彼
ら
が
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「
南
詔
と
結
ん
で
」
こ
れ
を
助
け
た
、
と
の
記
載
が
あ
る
。
南
詔
軍
に
よ
る
累
増
攻
撃
の
際
、
嶺
南
節
度
使
卑
宙
が
二
度
に
わ
た
っ
て
「
蛮
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

回
向
離
州
扁
と
の
上
奏
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
右
の
記
述
は
こ
の
時
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
交
州
攻
撃
の
動
機
が
七
絃
洞
蛮
・

崇
魔
蛮
に
対
す
る
李
源
の
行
為
だ
け
に
は
限
ら
れ
な
い
こ
と
を
こ
の
記
事
は
示
し
て
い
る
。

　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
へ
の
遠
征
を
柘
東
節
度
が
主
導
す
る
こ
と
は
、
そ
の
管
轄
範
囲
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
仮
に
楊
氏
・
馬
上
が
そ
れ

ま
で
に
嚢
氏
の
勢
力
圏
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
世
隆
の
即
位
直
後
に
唐
と
の
関
係
が
決
裂
し
、
大
理
盆
地
が
不
安

定
な
状
況
に
お
ち
い
っ
た
こ
と
を
機
に
、
彼
ら
が
み
ず
か
ら
の
意
志
で
こ
れ
を
行
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
成
都
お
よ
び
交
角
に
お
け
る
対
外
遠
征
の
主
導
者
の
栢
違
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
雲

南
地
方
に
蒙
氏
を
中
心
と
す
る
大
理
盆
地
と
、
楊
氏
・
段
琉
を
中
心
と
す
る
昆
明
盆
地
と
い
う
二
つ
の
中
心
が
再
び
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
南
詔
国
の
成
都
へ
の
侵
攻
は
、
最
終
的
に
は
世
隆
の
死
に
よ
っ
て
入
城
を
果
た
さ
ず
に
終
わ
り
、
結
局
王
嵯
鑛
の
時
の
よ
う
に
成
都
城
内
の

人
間
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
生
じ
た
も
の
は
、
昆
明
盆
地
の
相
対
的
な
地
位
の
上
昇
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
へ
の

使
者
が
嶺
南
西
道
節
度
使
へ
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
王
位
を
継
い
だ
隆
舜
（
法
）
は
、
善
關
城
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
唐
の
使
者
徐
雲
慶
と
会
見
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
至
っ
て
、
実
質
的
に
楊
氏
を
代
表
と
す
る
昆
明
盆
地
の
勢
力
が
南
詔
国
を
左

右
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
武
内
氏
の
描
く
南
詔
国
後
期
の
像
を
そ
こ
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
い
か
に
宗
教
的
権
威
を
身
に
ま
と
お
う
と
も
、
蒙
氏
が
南
詔
国
で
あ
る
こ
と
の
必
然
性
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

次
の
舜
化
貞
の
時
代
に
王
位
が
築
三
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
①
静
海
軍
節
度
使
は
交
趾
城
奪
還
戦
費
遣
さ
れ
、
高
餅
が
初
代
の
節
度
使
と
な
つ
　
　
④
史
料
中
に
は
「
拓
東
」
に
つ
く
る
が
、
本
文
は
『
蛮
書
』
に
し
た
が
っ
て
「
柘

　
　
た
。
（
『
通
鑑
』
威
通
七
年
一
一
月
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
」
に
統
一
す
る
。

　
②
　
武
内
前
掲
論
文
、
九
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
次
に
引
用
す
る
『
南
蛮
伝
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
大
中
宋
の
家
件
の
よ
う
に
述
べ

　
③
『
新
唐
書
』
巻
八
宣
宗
木
紀
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
が
、
『
通
鑑
考
異
』
（
威
通
元
年
一
二
月
）
の
考
護
に
し
た
が
い
、
威
通
元
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年
と
す
る
。

⑥
『
南
蛮
伝
』
上
「
王
親
兵
日
朱
弩
怯
菖
。
」

⑦
『
蛮
書
』
巻
四
の
鍛
蛮
条
の
末
尾
お
よ
び
巻
末
に
関
係
記
事
が
あ
る
。

⑧
　
威
通
四
年
正
月
の
記
審
に
対
す
る
考
異
。
た
だ
し
現
在
『
全
唐
文
』
に
収
録
さ

　
れ
て
い
る
高
駆
「
回
雲
南
牒
」
に
は
楊
思
締
の
名
は
な
い
。

⑨
『
通
鑑
下
様
通
七
年
六
月
。

⑩
『
南
蛮
黛
』
申
「
子
尋
閤
戴
立
、
留
日
夢
湊
、
自
称
『
忠
信
』
、
謙
語
潜
也
。
」

⑪
　
　
『
南
蛮
伝
』
上
「
官
日
誌
緯
・
二
布
鰹
・
日
久
聲
、
謂
之
清
平
官
、
所
以
決
園

　
事
軽
重
、
猶
唐
宰
相
也
。
」

⑫
『
南
蛮
伝
』
中
。

⑬
『
通
鑑
』
中
和
三
年
七
月
。

⑭
　
本
節
註
②
参
照
。

⑮
　
武
内
前
掲
論
文
、
九
八
頁
。

⑯
　
歩
頭
の
位
置
に
つ
い
て
は
建
水
・
元
江
・
紅
河
（
県
）
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
い

　
ず
れ
も
紅
河
か
ら
の
上
陸
地
点
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
く
、
本
稿
の
論
旨
に
は

　
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
で
一
切
触
れ
な
い
。

⑰
方
国
形
「
与
交
通
有
関
叢
林
西
原
地
名
」
（
『
中
国
西
南
歴
史
地
理
考
釈
険
上
、

　
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
、
五
八
七
－
五
八
八
頁
）
。

⑱
栗
原
悟
「
清
末
民
国
期
の
雲
南
に
お
け
る
交
易
圏
と
輸
送
網
」
（
『
東
洋
史
研
究
』

　
五
〇
1
一
、
～
九
九
一
年
、
二
六
－
一
四
九
頁
）
。

お
　
わ
　
り
　
に

⑲
「
宋
故
龍
駿
将
軍
護
鋏
蛮
校
尉
寧
州
刺
史
叩
都
県
爆
侯
使
評
言
碑
」
（
『
漢
南
古

　
金
石
録
』
所
収
）
。

⑳
　
　
『
華
藁
葺
志
』
巻
九
　
李
特
雄
期
寿
勢
志
。

⑳
　
　
『
晋
書
』
巻
五
七
　
陶
墳
俵
。

⑫
　
四
部
叢
刊
本
巻
＝
一
。

⑳
　
白
子
国
は
南
詔
国
の
成
立
以
前
に
張
氏
が
建
て
た
政
権
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、

　
唐
宋
代
の
中
国
史
料
に
は
ま
っ
た
く
記
録
が
な
い
。
し
か
し
十
世
紀
初
頭
の
南
詔

　
国
側
史
料
で
あ
る
『
南
凸
型
巻
』
に
そ
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
存
在
を
否

　
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
林
超
民
「
白
子
国
考
」
（
『
南
詔
文
化
論
臨

　
雲
南
人
罵
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
四
－
一
｝
六
頁
）
、
藤
沢
前
掲
書
、
一
五

　
1
四
四
頁
。

⑧
　
『
南
蛮
伝
』
上
。

⑭
　
　
『
蛮
書
』
巻
六
、
『
南
詔
徳
化
碑
』
。

⑳
『
通
鑑
』
元
和
一
四
年
一
〇
月
。

⑳
　
　
『
帯
下
』
威
通
三
年
一
一
月
、
四
年
八
月
。

⑳
　
　
『
通
鑑
』
乾
牌
付
山
ハ
年
二
日
刀
。

㊥
笈
奪
自
体
は
『
通
鑑
』
な
ど
宋
代
の
史
書
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
『
南
詔
野

　
史
』
に
よ
れ
ば
舜
化
貞
は
漢
人
系
（
異
常
二
代
の
清
平
官
鄭
回
の
子
孫
）
の
鄭
買

　
嗣
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
。

　
以
上
三
節
に
分
け
て
、
再
帰
唐
以
後
の
南
詔
命
後
半
期
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
前
身
お
よ
び
本
稿
に
お
い
て
、

筆
者
は
南
詔
国
の
歴
史
を
対
外
関
係
を
中
心
に
と
ら
え
て
き
た
。
そ
れ
は
決
し
て
、
雲
南
地
方
の
民
族
史
か
ら
い
わ
ゆ
る
冊
封
体
制
論
へ
逆
行

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
南
生
国
に
と
っ
て
、
外
世
界
と
の
関
係
、
な
か
ん
ず
く
八
世
紀
後
半
の
唐
一
吐
蕃
関
係
と
の
か
か
わ
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り
が
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
し
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
正
当
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も

事
実
な
の
で
あ
る
。

　
第
三
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
南
浜
国
の
成
立
以
前
に
は
雲
南
地
方
に
は
つ
ね
に
前
馬
の
二
つ
の
中
心
が
存
在
し
た
。
最
近
の
考
古
学
研
究

に
よ
れ
ば
、
石
築
山
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
瀕
東
文
化
圏
と
、
潭
海
南
部
の
祥
雲
な
ど
を
中
心
と
す
る
漢
西
文
化
圏
が
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
前
者
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
の
ド
ン
ソ
ン
文
化
と
の
類
似
性
が
強
い
の
に
対
し
、
後
者
は
青
銅
器
の
形
態
か
ら
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ

ー
川
河
口
な
ど
へ
の
進
出
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
四
川
地
方
へ
至
る
ル
ー
ト
の
相
違
を
考
え
に
入
れ
れ
ば
、
こ
の
両
者
は
相
互
に
ほ
と
ん
ど

重
な
る
こ
と
の
な
い
経
路
に
よ
っ
て
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
世
界
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
両
者
に
ま
た
が
る
政
権
の
成
立
を
困
難
に

し
て
い
た
要
因
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
こ
に
唐
が
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
南
上
国
は
大
理
盆
地
だ

け
で
な
く
昆
明
盆
地
を
も
領
有
し
、
雲
南
を
代
表
す
る
政
権
と
な
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
成
立
の
経
過
か
ら
、
南
詔
国
が
対
外
関
係
に
依
存
す
る
側
面
を
持
つ
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
使
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
い
う
な
ら
、

結
局
の
と
こ
ろ
蒙
氏
は
、
「
世
界
帝
国
」
と
し
て
の
唐
の
存
在
、
お
よ
び
そ
れ
を
中
心
と
す
る
国
際
関
係
を
前
提
と
す
る
性
格
か
ら
脱
却
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
世
隆
死
後
の
状
況
か
ら
も
読
み
取
れ
る
し
、
南
詔
国
が
唐
の
衰
退
と
軌

を
一
に
し
て
九
〇
二
年
に
崩
壊
す
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
雄
弁
に
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
南
詔
国
が
鄭
属
に
よ
っ
て
纂
奪
さ
れ
た
後
、
趙
氏
・
苗
齢
の
政
権
を
経
て
苗
齢
の
大
理
国
に
至
る
と
、
四
川
方
面
で
は
宋
が
大
渡
河
を
境
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
し
て
防
衛
体
制
を
固
め
、
そ
れ
以
南
に
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。
四
川
南
部
、
唐
桟
の
嵩
州
周
辺
に
存
在
し
た
東
蛮
と
呼
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
グ
ル
ー
プ
も
そ
の
勢
力
を
確
立
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
現
代
の
葬
族
に
連
な
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
で
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
固
有
の
政
権
が
成
立
し
は
じ
め
る
。
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
そ
れ
は
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
が
中
国
西
部
か
ら
北
ア

ジ
ア
、
お
よ
び
広
州
を
窓
口
と
す
る
南
海
交
易
に
大
き
く
重
心
を
移
し
て
い
く
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。
大
理
国
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
国
際

的
に
は
ほ
と
ん
ど
孤
立
の
状
態
に
あ
り
、
南
詔
国
と
は
ま
っ
た
く
違
う
条
件
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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し
か
し
見
方
を
変
え
れ
ば
、
大
興
国
は
外
世
界
の
情
勢
と
は
一
応
の
距
離
を
お
い
て
、
雲
南
地
方
に
新
た
な
秩
序
を
形
成
す
る
機
会
を
与
え

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
武
内
氏
の
所
論
に
よ
れ
ぽ
、
大
島
国
の
歴
史
は
基
本
的
に
南
雪
国
宋
学
の
昆
明
盆
地
の
優
位
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、
こ
れ
と
大
理
盆
地
と
の
関
係
を
軸
に
動
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
南
受
国
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど

問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
東
北
部
の
集
団
（
三
十
七
蛮
部
）
が
大
き
な
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
か
ら
大
理
盆

地
の
白
蛇
を
中
心
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
よ
る
大
豊
国
征
服
以
後
、
現
代
の
少
数
民
族
に
ま
で
つ
な
が
る
雲
南
地
方
諸
民
族
の
状
況
が
形
成

さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
唐
・
吐
蕃
と
の
関
係
を
軸
と
す
る
南
詔
国
史
に
対
す
る
の
と
は
自
ず
と
違
っ
た
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
黙
劇
六
七
の
註
に
引
く
「
雲
南
買
馬
革
」
な
ど
を
見
る
　
　
　
　
②
　
『
宋
史
』
巻
四
九
六
蛮
夷
伝
四
　
黎
州
諸
蛮
。

　
　
と
四
川
南
部
を
通
じ
た
雲
南
地
方
と
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
　
　
　
③
　
武
内
前
掲
論
文
、
九
八
一
一
〇
二
頁
。

　
　
地
理
・
民
族
な
ど
に
関
す
る
知
識
が
大
縮
に
後
退
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｛
泓
柳
即
山
人
罎
7
研
修
昌
ハ
　
高
槻
｛
巾
高
鋸
｝
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　　　　　　On　the　lnternational　Affairs　and　・Administrative

Structure　in　the　Latter　Half　of　the　Nanzhao　Kingdom南詔国

by

HAyAsm　Kenichiro

　　The’　purpose　of　this　paper　is　to　examine　the　relations　of　the　Nanzltao

kingdom　with　Tang　China　in　the　latter　half　of　the　9th　centuryi　especially，

the　motives　and　historical　surroundings　of　Nanzhao’s　invasion　of　Sichuan

and　Annan’　in　this　period．

　　In　the　Nanzhao　kingdorn，　the　ruling　clans　inclUding　tke・　royai　farnily

formed　a　kind　of　coalition　government．　lt　was　the’　close　relationship　with

Tang　China　that　supported　the　predominance　of．　th色Nanzhao　king南詔王

in　the　form　of　the　profits　from　the　tribute－trade　and　those　of　the　combined

operations　against　Tufan吐：蕃（Tibet）．　Tang　China　had　to．give　serious

consideration　to　its　relations　with　Nanzhao　for’　the　sake　of　being　able　to

restrain　Tufan．　ln　the　middle　of　the’9th　century　however，　the　decline　of

Tufan’　made　these　relations　meaningless．　Nanzhao　invaded　the　territory　of

Tang　China．　This　was　as　well　a　proteSt　against　Tang’China　which　had

refused　to　preserve　the　alliance　as　it　WaS　a　demonstration　of　power’by　the

Nanzhao　king，　who’Presented　himself　as　an　Emperor　and　internded　to　form

an　equal　relationshiP’　With　Tang　China．　On　the　other　hand，　the　invation

of　Annan　shows　the　growth　of　the　domonant　clan　in　’the　Kunming　baSin

昆明盆地．Af㌻er　the　militaでy　expeditions　had　ehded　at　the　close　of　the　gth

centuty，　the鋤thority　6f　the　Nanzhao　king　declined　aBd　the　s6ciai　struc－

tute　iri’　the　YuAnan　region　waS　rebrganiZed　ixnder　the　mairi　influence　of

forces　in　the　Kqnming　basin．
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